地上界､霊界の真実の物語『スピリットランド』
『Ａ Ｗanderer in Ｔhe Ｓpirit Ｌand』(邦題『スピリットランド』)､A･ファーニス著､1９世紀末に出版｡
コスモトゥーワン､ 2000/04/28 – 381P 奇跡の純愛パワーが19世紀前半のイタリアの貴族フランチェッツォを救った!地獄からたそがれの国､あかつきの国､朝日の国､そしてゴールデンゲートを経て輝きの国へ､一大霊界放浪記｡
主な登場人物－

フランチェッツォ-19世紀後半生まれ｡若くして死んだイタリア人｡貴族の家柄に生まれ､精神的にも肉体的にも能力と天分に恵まれ､社交界の寵児だった過去をもつ｡特に芸術的な能力に恵まれていたらしい｡母と早く死に別れ､放蕩生活を送った｡この本の原著者であるＡ･ファーニス氏によって物質化して現れた霊人であるフランチェッツォの姿が目撃されている｡
あの方-フランチェッツォが晩年に知り合った若い女性｡フランチェッツォを｢大切な友人｣と思いつつも､心から愛し､死後も愛情を送り続けた｡死別した二人の兄が守護霊となっている｡
アーリンジマン師-フランチェッツォの守護霊｡｢東方の導き手｣｡何世紀も前に肉体を去った霊｡地上に生存中はゾロアスター教の信者でオカルト･サイエンスの研究者だった｡
ハセイン-アーリンジマン師の生徒｡地上ではペルシャ人でゾロアスター教徒｡霊界における不思議な現象について研究している｡特に魔術について研究
律義な友-悔悟の同胞団のメンバー｡フランチェッツォと最下層の霊界へ探索をともにした｡
ラウル（仮称）-人妻との不倫が発覚し､その夫に射殺されたフランス人｡死後にその女性が自分を愛していなかった事実に気づいて自暴自棄になり､ならず者の集まる｢不幸な国｣へ落ちた｡
ベネデット-ヴェニスの有名な画家｡完璧な美貌と冷淡で計算高い心をもった女性を熱愛してしまう｡しかし､この女性は彼を裏切って侯爵夫人となり､再会したあとも彼を裏切った｡彼は怒り､絶望してピストル自殺した｡
A･ファーニス－『Ａ Ｗanderer in Ｔhe Ｓpirit Ｌand』 邦題『スピリットランド』の著者｡フランチェッツォの愛するあの方が見つけ出した霊媒｡
・｢ここで語られる物語は実際に書かれてから1年以上になるが､それを公開する段になりまして､私が著者であるなどと主張するつもりはありません｡と申しますのも､私は真の著者である､ある霊人(フランチェッツォ)によって与えられた言葉をできるだけ忠実に注意深く書きとどめるよう努力しただけですから｡(中略)私はたびたび物質化した霊人である著者､フランチェッツォを目撃しましたし､生前の彼を知る友人らによって､それは間違いなく当人であることが確認されております｣
フランチェッツォはこの方を通して自分の手を物質化でき､その手で彼女に触れることができた｡
・フランチェッツォは､後に彼女の前に姿を現すことができた｡が､あかつきの国で目覚めた彼の姿は死を迎えた年齢よりも若返ってしまったために､彼女が｢とてもあの人の若いころを思わせる感じだったわ､でもそうじゃない感じもするし｡どう考えたらいいのかしら｣と迷ってしまった｡
はじめに
第一部 暗黒の日々 
第１章 突然やってきた死 16   愛する人との別れ 
・犠牲的愛という観念は預かり知らぬものだった｡真の愛の人だと思わせるような女性は現れなかった｡愛すればそれなりに愛してくれた｡⇒何の前触れもなく突然この世から連れ去られ､肉体の死という深淵に投げ込まれてしまった⇒たった一人で真っ暗闇の中にいた｡⇒自覚はあり､感触もあるが､何か変｡いびつ｡⇒大声で彼女の名を何度も何度も呼び続けた｡　⇒遥か遠くに小さな星の光のような点が現れ､…目の前までやってきた｡⇒星の形をした光の玉｡＝彼女の声がはっきり聞こえた｡そこは黒い服を着､塚の上にかがみこむようにしていた｡⇒腐りかけた肉体を確認⇒それは自分の墓で､そこで初めて自分の死を知ることになった｡
第２章 死は終わりではなかった 25   大声を出しても彼女には聞こえない
・⇒訳者注:19世紀前半､ローマ教会の一部の勢力は政治に加担｡心の秘密を司祭からお上へと伝わることを知っていたため､神と地上の代理人(ローマ教会)に対する信仰を焼き尽くしていた｡教会に対する反抗･軽蔑｡⇒見えない壁｡近くには行けても､触れることはできない｡意識もしっかりしている｡死んだけれど何も変わっていない｡ゴムのような黒いひもの存在にひきもどされた｡⇒威厳に満ちた声｢汝は心よりも肉体をより大切にしてきた｡…肉体なるものの正体を知るがよい｡…魂をおろそかにし､痛めつけ衰えさせたかを見るがよい｡本来は永遠に生き続ける神聖かつ不滅の魂を､汝の悪しき生き様がどれほど惨めで無残な醜いものにしたか見るがよい｣
人間の本質は永遠の魂｡心は少しずつ目覚め目の前で自分の人生における様々な出来事が映しだされてゆくのがみえるようになった｡やり直せない過去の過ちを目の当たりにした｡
第３章 地表の霊界を彷徨う 34   彼女の愛が希望と励ましを与えてくれる 
・あの方の部屋にて⇒彼女の傍らに３人の光の守護天使(二人は先に亡くなった彼女の兄)⇒再度､威厳のある声｢嘆きの子よ､地上で罪を犯せし者には希望がないのであろうか？…汝の心の内を見つめてみよ｡汝が悲しいのは自分自身のゆえか､あるいは汝が罪を犯した犠牲者のゆえなのかを見極めよ｣⇒あの方｢そこにいらして私の言うことが聞こえているのなら…何か一言かいてください｣⇒守護霊たちに押しのけられて､彼らに｢何か言いなさい｡この人の手を動かして書きましょう｡彼女とあなたへの愛ゆえにそうする…｣⇒質疑応答⇒霊人たち｢今夜はこれ以上続けてはならない｣⇒霊人たち｢彼女のことを諦めるように｡忘れさせるように｣⇒人生において初めて自分より他人の幸福を先に考えることになった｡彼女には本当に幸福になってほしいと思った｡⇒最初で最後の接吻の許可を求めたが､霊人たちは｢できない｡そうすれば彼女を生命に繋いでいる糸が永遠に切れてしまう｣⇒あの方は夢を見ているかのように書き続け､恥辱に満ちた人生の全ての話が終わるまで続け､二人の関係は永久に終わりを告げてそこから立ち去った｡⇒墓場と肉体(魂？意識？)を結びつけていた黒い糸が切れて自由になった｡⇒著者は霊界から自動書記で書いている｡感謝の涙が溢れそうになった｡⇒あの方｢過去はどうでもいい｡あなたを愛する｡神が慈悲を持ってあなたの過去の過ちを赦し､あなたが立ち直るまであなたを助ける…｣⇒感謝の涙⇒

翌朝､目覚めると､彼女は自身で｢降神術士(スピリチュアリスト)｣を探し出した｡⇒彼女は昨夜の出来事をこの男に告げると彼は｢他の誰よりも彼(私)を励ますことになる｡彼が悔い改めの道を行くことを励ますことにもなる｣⇒降神術士は助けてくれた｡｢霊的に進歩すれば二人の間に横たわる深淵は消えてなくなる｣とも｡⇒墓地⇒肉体が彼女の２人の兄の傍らに埋葬されていた｡⇒下品な男と女｢一緒に来なよ､死んでからもまだ人生の楽しみは終わっちゃいない｡人間の肉体を借りればいい…｣⇒彼女の腕と天からの声のように落ちてきた｢だめ！気をつけて！その者たちと一緒に行ってはなりません｡…破滅にのみ通じている｣⇒二人の女性のうちの一人の肉体を借りてあの方に「ずっと生きていること､忘れず思い続けてほしいこと」などを伝えた｡⇒彼女の神聖で永遠に心に残る優しい言葉⇒深い眠りにおちた⇒自由⇒手足が力強い⇒空腹感⇒地上の食べ物に相当するような霊的な何か乾パンのようなものを何片か見つけて食べた｡⇒またあの方の部屋へ､あの方に直接自分の言葉を筆記してほしいと思うのなら「悔悟の同胞団」に入団するように｡いびつな体も精神が向上するにつれて直り､最後には再び麗しい姿を取り戻すことができると保証｡もし現状のまま地表にとどまり続けていると以前のいわゆる｢享楽の巣窟｣に舞い戻ってしまい､低劣な霊的環境に染められてついにはあの方のそばにいることもできないようになってしまう｡｢霊界では全て自由｣｢各自は己の願いや欲望が向かうところへ行くようになっている｡祈りの力については全く何も知りませんね｡今からそれを学ばなければなりません｡あなたが祈りを意識的にするにせよ､そうでないにせよ､全ては熱心な祈りの結果現れるものなのだ｡あなたの欲することは善であれ悪であれ､祈りと同じ意味を持ち､その欲する内容に応じた善ないしは悪の力を呼び寄せることになる｣⇒３か月間は自動筆記を休むように｡あの方は霊媒力が弱っている｡⇒自分のためにはできないが､彼女のために､善の天使と神の祝福とご加護の祈り⇒別れ
第４章 ｢希望の同胞団｣で指導を受ける 58   彼女との初めての接吻 
・あの方が愛を通して与えてくれる希望がなかったら私は無気力な絶望感に打ちひしがれていた｡⇒巨大な暗い灰色の石でできた建物の中で地上で獲得したものしか持てなかった｡感銘深い講義で､どこで誤ったのかを理解できるように物語形式で語られた｡⇒地上の大都会の腐敗堕落を知る人ならいろいろなテーマを加えられるだろう｡地上でのあらゆる見せかけの姿を剥ぎ取られ､自分自身の生の姿に直面させられて､過去を反省し､将来必ずやそれらを償う努力をすると決心して自分たちの部屋に戻る｡講義のないときには自由｡自由に動けるほど力を付けた者たちだけに許されたこと｡地表の霊界の誘惑に遭遇したらすぐに離れるように警告されている｡(誘惑に抗しがたいから｡)
・「希望の家」では惨めな霊人たちを癒す素晴らしいシステムになっている｡生まれつき医師とか治療師になるような能力を持つ霊人たちが最も惨めで苦しんでいる者たちに対する介護を行う｡地上の病院｡
・霊界では霊人の持つ霊的基準によって周囲の明るさが決まる｡低級な霊人たちは自分たちに似た霊的発達の度合いがの人たちしか見ることができない｡
・ワーカーと呼ばれる兄弟たちは星型の小さな光を放つものを持っていて､希望の光をもたらす｡
・心が澄み切り､向上したいという願いが強いとじっとしていられなくなる｡
・私の仕事は手をかざして人の痛みを和らげてあげることだった｡
・霊が発達すると苦しみは純粋に精神的なものになっていく｡特にわたしの体の苦痛は普通の人よりも厳しいものだった｡それは､地上生活で体力や精力を自慢し､それを邪悪な目的に用いたからだ｡
・霊的な力がだんだん強くなると今度はそれに伴って欲望が甦ってきて悩んだ｡これは多くの低級な霊がしばしば陥ることだ｡地表の霊界に戻って地上人の肉体を通して己の欲望を満足させようという誘惑に何度か陥りそうになった｡

霊人にとって感覚の快楽はいまだに大きな誘惑で､まだ肉体を保持している人々の体を通してそれを満足させるために地表の霊界に戻りたくなるのだ｡⇒そのときにはすっかり弱りきった姿になり以前よりはるかに退化した霊となって帰ってくる｡
・地表の霊界に行くかとどまるか､全ては本人の自由であり､いつでも願うだけで行くことも帰ってくることもできるわけだ｡希望の家のドアはいつでも開かれている｡

・守護霊より寝入っている彼女に接吻を許され､透明で冷たい壁を一緒に通り抜けてくれた｡
第５章 地上に派遣される 70   不断の愛が誘惑と災いから守ってくれる　
８～９か後､数々の教訓を学び強くなり､力に満ちるようになり､｢希望の家｣から去り行くときがやってきた｡第三層＝｢たそがれの国｣へ｡この霊界はあまりに利己主義と物欲に囚われて過ごしたために魂が発達しなかった霊が行くところ｡地表の霊界をふらつく霊たちが住んでいるところよりはクラスが上｡しばしば実際に起きていることだが､霊人が地上に生きている男女の肉体に完全に憑依できるということ｡しばらくの間ならば､まるで地上人の肉体がこの憑依している霊に属して､地上人本人には属していないかのような状態になる｡たとえば一時的に起こる精神異常現象は非常に低いレベルの邪悪な欲望や劣悪な欲望や精神の持ち主である霊人が､地上人に憑依することで起こっている｡こうした事実は古代の民族においてはよく知られていた｡
・｢希望の同胞団｣は霊界で助けを必要としてる人々に援助の手を差し伸べるために存在する無数の集団のなかの一つにすぎない｡彼らの活躍はどの次元の霊界でも見られ､最も低くて暗い霊界から､地球を取り囲む高い霊界､さらにはそれを突き抜けて太陽系の次元にまで拡大した世界でもみられる｡そのメンバーたちはあたかも長大な鎖のようなもので､低い霊はつねに上級の霊に助けられ護られるようになっている｡
・苦しんでいる人を支援するとか､不幸な霊を助けるようにという援護の要請が寄せられ､その仕事に最も向いている霊人が派遣される｡それらは同じような誘惑と遭遇しそのおかげで大変な苦労をし､その罪を後悔しているような霊人｡支援を受けられるのは自分でも知らないうちに助けを求めたり､誘惑に抵抗しようとして力を発揮している＝祈っている男女である｡この祈りは､霊界では地上で子供たちが泣き叫ぶ声として聞こえる｡あるいは､ある霊人にとって大切な人であったりすると､その霊が助けてくれるようにとわれわれに訴えてくる場合もある｡
・われわれの仕事は助けを必要としている人を支援したり､導いてあげること｡

・うわついた低俗な人生観であまりに深い神秘を探ろうとすると低い霊界の霊人に憑依されて､彼らの操り人形に成果て､体は彼らの思うままになってしまうケースもある｡⇒悪霊人は二重に罪を犯したことになり､時には何百年もの間苦悶の深淵から解放されることはない｡
・私の仕事は私の持つ強い意志の力によって､悪霊人たちに対するバリアーを築くこと｡自分より低い霊が弱くなったり任務に失敗しないように強めたり助けたりする｡

・私は地表の霊界にいる霊人なので､自分より進んだ精妙な霊たちには突破することのできない劣悪な霊気の中でも物質的な力で対抗することができる｡進んだ霊人たちに比べて､地上人と関係を持ちやすい｡

・私がコントロールしている地上人が夢を見ているときやぼんやり夢想しているときに働きかけ､彼の心に印象づけるようにしなければならない｡⇒わたしの霊界での進歩は速いものだった｡⇒何度となく誘惑が襲いかかってきても､あの方の変わらざる不断の愛があったから､あらゆる災いの前にあの方の幻影が立ちはだかってくれた｡あの方の声で難を避けることができた｡
第６章 ｢たそがれの国｣から｢守銭奴の国｣｢不安の国｣へ 78   彼女に霊がいつも見つめてくれている 
仕事を終えると「たそがれの国」に戻り､大きな建物の中で休息するようになっていた｡私の部屋にはあの方の｢絵のような､鏡に映しだされた像｣があり､何をしているかがわかった｡この生きた映像がアストラル界の光の中に入り私の部屋の中の額縁に投射されるか示された⇒あの方が不断に私を思ってくれているからであり､私自身の進歩への努力の結果でもあると告げられた｡
・他にはつぼみのしろい薔薇⇒彼女を訪れ､自動書記により短いメッセ―ジを書いたときに､｢絵｣しかないというと白い花を差し上げましょう､と言った｡⇒霊の友が私の部屋に持ってきてくれた｡⇒この花は大きな喜び⇒より次元の高い階層に移るときにこの二つをつねに持って行った｡
・灰色の谷⇒自分のためだけの人生､自分の満足､自分の欲望だけを求めて生きてきた｡その結果､荒涼とした風景しか見ることはない｡自分以外のものを見る力さえ喪失しているありさまのグロテスクな生き物が飛び回っている｡

・自分以外の者たちに対して何かためになることをしようという心がかれらの中にわいてくるまでは､互いを見ることもできない｡他者への意識が出てきて相手の運命をよくするために努力するようになれば､そのことによって自分自身の運命を改善することができる｡⇒灰色の谷の鎖から解放
・乾いた砂漠のような､自己中心と貪欲が支配する場所・みすぼらしい不快な顔つき⇒いくらかは仲間意識､地上では贅沢を思うままに享受してきた最も裕福な人や流行の先端を行く生活を送ってきた著名人⇒ここではよく口論､喧嘩､不平不満｡地上のときと同じように策略や陰謀⇒この国から出る正しい方法を示してあげた｡
・｢守銭奴の国｣へ⇒一人っきり｡大切な物を取られやしまいかと本能的に恐れ互いを避けようとする孤独な存在｡皆宝物探しに没頭し､私や他の救出者の声に耳を貸さない｡

・「不安の国」へ⇒はるかに劣悪で退化した顔つき｡激しい争いや喧嘩｡ありとあらゆる種類の盗人たち…利己的｡スラム街｡そこに住む霊的に暗い生き物が発散する霊気が全てをそのようにしている｡
・もし､こんな絶望の荒野で彼らのために叫ぶわたしの声を聞き､その声に従ってくれれば､もっとましな世界へ抜け出せるのだ｡純粋な光､星型の灯りを持って歩き回った｡⇒希望の星からの光
・霊的金のコインをめぐって喧嘩⇒一人の若者が助けを求めてしがみついてきた⇒見えざる力､不思議な力が働いた
第７章 愛を裏切られた親友ラウルの物語 90   あの人の純愛が友を救う 
・痛みを和らげる業を全力で彼に施してあげた｡⇒この若者ラウルの身の上話⇒死んだことを知ったときはまだ地上に戻る力があった｡⇒死んでもまだ存在し､死んでもなお妻のことを思っているということを知らせたかった｡⇒妻の真実の姿⇒自暴自棄⇒どんな善も真理も信じない⇒｢不安の国｣でかつて寄生虫のような存在であった者たちに出会い､彼らと交わるうちに自分自身の魂を失っていった｡
・悔い改めの道を辿るつもりはないかとすすめた｡
・私自信もラウルと同じような悲しみや辛さを味わった｡しかし､ずっと希望を持ち続けている｡それは､私の愛する女性が本当の天使のような方だからだ｡
・ここでは死ぬことさえできないなんて｡死ぬほど苦しんでも全ての苦痛を味わっても死は与えられない｡結局苦痛の中を永遠に生き続けるしかないのか？（ラウルの苦しみ）
・自分のことを語り､上に昇ってゆくために働いているところであり､彼にもそうなってほしいし､私には確固たる希望がある｡いつかは愛する方と一緒になれるという希望だ｡

・ラウルから現実的な話を聞かされて甘い夢想にしがみついていたところに冷たいシャワーを浴びたように感じた｡

・ラウルと二人であの方行くことになった｡⇒あの方のところへ行きたいという“意志”を強く持つとほとんど思考そのものの速さで上に昇りながら空間を突進し､気づくと私たちは地上のある部屋の中に立っていた｡⇒守護霊の方があの方を見守っているのが見えた｡部屋のぼんやりとした輪郭と家具⇒ラウルには椅子に座っているあの方しか見えないようだった。⇒彼女の霊の輝きとうっすらしたやわらかな後光のために彼には彼女が聖人か誰かのように見えた｡彼女を包んでいる後光は地上の人には見えない霊的な光だ｡霊界にいる者から見ると､善と純潔の人生を送っている人の周りにだけ見える光だが､悪に染まった者たちは暗い霧に包まれているので､この光を見ることはない｡
・ラウルは｢素晴らしい！｣と叫び､天使だ｡…聖女だ｡地上の人間ではないと言った｡

・私が彼女の名を呼んでみると､声が聞こえたようで､｢大切な方､…まだ私に触れることができるのでしょう？｣と手を差し出した｡⇒氷のような風が彼女に吹き付けたように彼女は身震いした｡⇒ラウルのために祈ってやってください｡…と語りかけると､彼女は霊的にその意味をつかんで二人の幸せについて語った｡⇒ラウルは手を差し伸べ彼女の手に触ろうとしたが､見えない壁にさえぎられた｡⇒｢…あなたの祈りを必要としている｡…私も助けられるようにお祈りしてください。…｣⇒彼女は私たちのために助けと慰めの簡単な祈りをささげてくれた｡⇒感激のあまり泣き崩れたので霊界へ⇒ラウルと二人でしばらくの間一緒に仕事をしている｡楽しくなった｡
第８章 恐ろしい復讐への誘惑 99   愛に満ちた声が復讐の心を溶かす
・地表の霊界で放浪していたとき､敵意を感ずる相手に災いをもたらす多くの方法があることを知った｡⇒不可解な殺人､不思議な犯罪､…これらの犯罪は地上の犯罪者の脳が霊の働きで狂わされてしまったためであって､彼ら自身に責任はない｡ 彼らは憑依した悪霊の道具となってしまったのだ｡⇒悪魔や悪鬼とかはかつて地上に生きた人間たちのこと
・長い年月を経て再び私が最も憎んだ人物と出会うことになったとき､私の中で古い苦悩の傷痕がうずき始め､怒りが込み上げてきた｡しかも､それは地上で感ずるより十倍も強い力で迫ってきたのだ｡霊の苦悩や歓喜はどちらにしても地上で肉体という殻で包まれている地上人に比べてはるかに強い｡肉体のベールにおおわれて感覚が鈍くなっている地上人に比べて､肉体から解放された霊の感覚は何十倍も鋭い｡
・復讐への欲望が最下層の霊たちを召喚した｡⇒自分たちと同じレベルの存在や何か強い磁気力が地上にあるとしばらくの間ならばとどまることができる｡

・地表の霊界に存在する地上人や霊人の極めて強い悪の欲望には感応して這い上がってきて､地上にとどまることがあるわけだ｡しかし､引き付ける力が弱まると長くはとどまれない｡
・民衆の間の憤激・復讐⇒黒い霊的化け物の群れ(例:フランス革命､虐げられた民衆の反乱)
・私の場合も物凄い生き物が周りに集まってきて､悪辣で恐ろしいしかもすぐに実行できる非常に簡潔でやさしい復讐のやり方を耳元でささやいた｡⇒自分自身が狂った情熱に駆られていたので彼らを歓迎し､復讐の支援を頼もうとした｡⇒鈴の音＝あの方の声＝あの方の願い⇒二人の聖なる約束⇒二人が大切にした希望の名⇒復讐を諦めることはできなかったが､やがて､ロープに引っ張られるようにして憎む者の側から愛するものの側へ行き始めた｡⇒あの方の声が私の心に深く染み込むに応じて彼らの力はしだいに弱まっていった｡⇒彼女の脇には力に満ちた輝く二人の守護霊､彼女の周囲には燃える銀の光がめぐっていた｡
復讐か愛かで復讐の思いをかなえれば二人の間には乗り越えられない罪の想念の壁が作られる｡⇒彼女の涙が私の心に注がれ､氷を溶かすように(※復讐の)心が解けた⇒私は赦しを乞う祈り､愛の祈り⇒黒い霊たちの瓦解
第9章 ｢凍結の国｣で見た冷淡で利己的な住人 105 
彼らには一片の呵責も目覚めもない 
・打算的で利己的な人生を送った人々､政治家やあらゆる宗教に属す人やあらゆる国民の中でも秀でた人々がいた｡氷の中に閉じ込められた男⇒ヴェニスの異端審問所の大審問官⇒拷問等により亡くなった亡霊たちは皆アストラル体の影｡この男の霊的磁気がこの亡霊たちを引き付けるのでエレメントに分解されないままアストラル体としてまとわりついている｡亡霊の生命はただ反映されたもので殺害者が良心の呵責を感じ､十分に悔い改めれば両者を繋いでいた連結が断ち切られ亡霊はたちまち消滅していく｡
・いったいこの男はいつか解放されることがあるのか？⇒威厳に満ちた霊､古代の預言者が聞いた神のような声からでの答え｢息子よ､ひとときこの男の考えなるものを見よ｡自由になれたとして､何をなすかを見てみよ｣⇒男の心は｢地上に戻り肉体を持つ人間から自分と同じような野望と熱意を持っている人間を見つけだし､彼らの助けを借りてもっと残酷な暴政､無慈悲な審問を行おう」というものだった｡
・｢凍結の国｣⇒｢昏睡の洞窟｣⇒｢たそがれの国｣｡ここには自分の周囲の事柄には全く無感覚で無意識なままの群集

アヘンで命を落とした人たちは意識的な生活をする能力が極小になっている｡⇒何世紀も眠りつづける｡ただ生きているだけ｡介護の霊たちが昏睡状態にある霊たちに生命力を注ぐ仕事をしていた｡介護の霊たちもかつての患者たち
アヘンは肉体ばかりか魂までも滅ぼす｡
第10章 生者と死者の交流 114   物質化した自分の手で彼女に触れる 
・｢たそがれの国｣の我が家で休息｡指導教官は自分似｡
・疑問に対して心の暗示とか示唆的な講和の形で答えを与えてくれた｡⇒彼は私が地上にいたときの中心的な守護霊
･地上にいたときの示唆や高貴な志などは彼からの影響だった｡霊界に初めて入ったとき､もがいている私に警告や慰めを与えてくれたりした｡暗黒に包まれていたころ､私の小さな部屋の中を出入りし､霊的磁気や素晴らしい知識や力で癒してくれた｡

｢たそがれの国｣にはあの方が映しだされる絵鏡と薔薇の花､それに手紙がある｡友人がいる｡よい道を歩もうとしているので､互いを理解し合える絆がある｡

・簡単な食事⇒空腹を感じるとたちどころに出てくる｡忘れていることもある｡地上のときの習慣が残り､苦労

・建物の中をぶらつくときに急ぐ必要があるときは意識すれば思考の速度でどこへでも行ける｡

・眠りは不規則

・着ている物は着古すということがない｡普段着と礼服がある｡下着や人目を避ける時のフード付き礼服がある｡苦悩や良心の呵責によって内面世界が変化したときなどは､フードが必要｡

・生活は単調｡規則的取り決めにより勉強や講義が正確に進められていく｡それぞれの霊的知的発達に応じた学習が終了すると霊たちは次のもっと高い部門の学習に向かう｡

・自分が望めば未発達の段階のままでもよい｡他人の自由を尊重し､同胞団の簡単な自由と全てのものに対する同情という規律を守るだけでよい｡すべて志願制｡何度もここを立ち去って､地表の霊界の生活に戻り､霊界生活に戻り最下層の地獄に落ち込んで｢希望の家｣の浄化のコースを辿った者たちもいる｡⇒地表の霊界での快楽を求める欲望から解放され癒された｡
・進歩したいという強く確固とした動機を持っている霊人もわずかながら存在する｡進歩するのも早く自ら進んで次から次へとステップを上昇していく｡
・試練の中にいる彼らには試練の期間を通して支えや慰めが必要

・地上にいるあの方からの愛と同情⇒私は励まされ希望を胸に新たな努力をすることができる｡

・あの方が私の存在を十分に感じることができるようになった｡地上で少しの期間過ごす楽しみが与えられた｡いることがわかるし､手に触れればそれを感じることができる｡言うことをかすかに聞くことができる｡
・過去の過ちに対する良心の呵責と後悔の念⇒あの方の変わらない信頼と愛を見るたびに希望と勇気が与えられた｡⇒彼女も霊的能力を発達させていた｡彼女の進歩は喜び｡二人を分けていたカーテンが開かれるよう⇒霊媒の方を見つけ出した｡⇒この方の肉体の奇妙な組織を通して自分の手を物質化させることができ､その手で彼女に触れることができる｡⇒多くの霊たちがこの逢瀬に付いてきた｡
・孤独な霊で満ちている｡まだ生きていることを知らせたがっている｡
第11章 霊界の親切な道案内人アーリンジマン 125 
よき理解者として助けてくれる 
・地上での民族性が霊となってからも保たれている｡まばゆいばかりの輝き｡高次元の霊人

・地上ではオカルトサイエンスの熱心な学徒｡⇒霊界で学んだ⇒意志が強い人

・霊界では全てが自由｡限界と言えば､その霊が属する霊界に存在する規律と法の内容によって決められている｡⇒希望の同胞団は彼らのいる霊界に細い救いのクモの糸を垂らし､希望と改善のアイデアを与える｡

・霊界ではその姿がそのまま彼の環境に反映されている｡善は悪に対して防御する必要はない｡上位のものは望めば下の世界にいつでも下降することができる｡
・古い時代には人々の心は幼子のように素朴で霊界も近かった｡霊界の親切な道案内人たちは人々が輝く世界へ到達できるように導き助けながら地上のつかれた戦士たちにありあまるほどの希望と光をもたらそうと努力している｡
第12章 第二の死を通過する 130   成熟した完全な成人として生まれ変わる 
・物質化の会合は二週間ごとにもたれた｡
・諸説あるが､地球の上方に７つの領域､下方にも７つの領域｡太陽に近いほうが高く太陽の引力に最も近い地点が地球の霊界内で到達できる最高点｡
・各領域は12のサークルに分割されていて､サークル間の移動はほとんど意識なしで移動可｡上層の世界になると次の世界への移動は単に服を着替えるように霊的殻を捨てて､もっと霊妙な殻に変えることで行われるようになる｡様々な段階を通過しながら､地上的な性質や物質的な性質をその殻から喪失させて魂は進歩し続け､地球の霊界を抜けて太陽系の霊界内へ入っていく｡
・地球への訪問を終えて帰還したとき⇒奇妙な尋常ならざる感覚を伴う圧迫感を感じ無気力になった⇒二週間くらい無意識の眠り⇒歪んだアストラル体を脱いで新生児みたいになった｡悪を克服しようとする努力が作り出した｡⇒成熟した完全な成人として生まれ変わった｡
・人生に対する知識が極めて狭く､何も学んでいない､子どものような人々がいる｡どんなに長く地上の生活を送ったとしても霊界には単なる子どもとして入ってくる｡

・完璧な無意識の状態で私の新しい魂は介護の霊人たちによって第二の霊界に誕生した｡その霊界内でときが来るまで夢を見ることもなく眠り続けた｡⇒第二の死を通過してより高級な自己へと復活を成し遂げた｡
第二部 光の夜明け 
第13章 ｢あかつきの国｣での晩餐会 134   彼女の前に若返った姿を現す 
･日の光を見る(曇り空のよう)⇒田舎の風景､｢あかつきの国｣､私のいる部屋は贅沢ではないが､安楽な気分にさせるのに必要なものはすべて揃っている｡地上の生活で楽しかったときの絵がいくつかある｡霊的人生のある場面を示す絵も｡あの絵鏡と薔薇と手紙もあった｡

・新しい景色に喜びと平和と言葉には言い表せない感謝の気持ち⇒鏡を見ると､驚くほど若返っていた｡地上での盛りのころの自分に｡瞳には苦悩の色｡しかし､もう決して若いときのようには浮ついた気持ちになることはないし､もう二度とかつてのような自分に戻ることはない｡⇒過去の地上の人生をやり直すことはできず､罪の傷跡を復活した霊魂から消し去ることはできない｡たとえ､自分よりはるかに進歩している霊でさえ､過去に犯した罪の傷痕と悲しみを残していた｡永遠をかけてようやく消え去ってゆくもの

・一人の霊人が入ってきた｡⇒新参者の晩さん会⇒｢大師｣の到着⇒われら同胞団は天から地に至るまでの膨大な途切れることのない連鎖を形成し､その中にあって地球は物質的人生を支えている｡…一人ひとりは大いなる連鎖の一つの鎖の輪であり､天使と共に働く仕事仲間であり､虐げられし者たちの兄弟であることをつねに思い起こすように｡
・霊人にも食事が必要｡ただし､物質的ではない｡肉料理はない｡下層で地に縛られている霊たちのなかにはいまだ肉体を持つ地上人を通して食欲を満たそうとするものもいる｡

霊界で初めて見たある果物は霊界で他人を助けることによってもたらされるまさしく労力の果実だった｡
・新しい服に身を包み､復活していた｡⇒ついにあの喜ばしい日の最後を飾る瞬間がやってきた｡⇒彼女の前に姿を現した｡⇒物質化した私の肉体が柔らかな蝋のように溶けだした｡⇒半信半疑でつぶやく彼女の言葉に対し､耳元で｢あれは他の誰でもない｣と耳元でささやいた｡
 第14章 父との再会 143   彼女を通してわたしの元にやってくる 
・彼女は不思議なメッセージを受け取っていた｡ ⇒私の父であり､メッセージを渡してほしいと頼んだという｡⇒父をがっかりさせた記憶､痛みと恥ずかしさを覚えた｡⇒父に会うことはできない⇒もう一度あの父に会いたい胸に抱かれたい､と願って顔を振り向けると父の霊がすぐそばに立っていた！⇒霊界の栄光に包まれていた｡⇒父が私とあの方の２人を助け､見つめ､守り絶えず愛を注いでくれていたことを知った｡自分を示すことのできる機会を待っていた｡
第15章 最下層の霊界への探索隊に加わる 146 わが教師と父の願いを受けて 
・アーリンジマン師は最下層の霊界の探索に加わるように提案⇒霊的軍隊と共に真理と光と希望の大義のために戦場に送り出すかのよう｡⇒様々な誘惑に打ち勝つ能力が必要｡また、不幸な霊たちを助けるためには彼らが私たちを見て触れられなければならない｡あまり上層の霊界にいる霊人にこの任務は不適格｡守り支援のために同伴する｡
・わたしと共に探索に参加する霊人たちは私と似た性格の持ち主たちだった｡⇒大きな救援システムの一部
・アーリンジマン師は霊界では多くの哲学派が存在している｡真理の波動は宇宙の大思念センターから継続して流れ出ている｡それは霊的知性体の連鎖を通して地球に伝達されることになる｡それぞれの霊は己の発達に応じて理解しうる真理の部分のみ伝達できるにすぎず､また､地上の人間も彼の知性の能力が対応し､理解できる知識のみ受け取ることができる｡霊も地上の人間の全てを知ることは不可能｡絶対的に確実なものなどは霊界にも地上にもない｡
・私は霊界では最も進歩した思想の指導者と見なされている方による知識によって言うのであるが､わが全太陽系のいかなる霊の力によっても解決できない問題はその最終的な解明を与えることもできない｡まして､わが地球の霊界の能力では最終的な解明など遠くおよばない｡…いったい誰が果てもないものの終わりを語ることができよう､…霊は無制限であり､どこにでも存在できる｡神は全てのものの中に存在し､かつ全てを超えて存在する｡人は己の小ささにおののき､その探求の敷居の入り口に立ち止まるべきであろう｡為しうることと言えば､謙虚に学び注意深く勉強することであり､そうしてこそ次の段階へと進まんとする歩みを確かなものにすることができるのである｡
第16章 完全な霊視能力とは 152   愛する方にしばしの別れを告げる 
・アーリンジマン師が同行させてくれた友人ハイセンは地上の言い方からすると25～30才くらい｡彼の現在の容貌は彼の霊的発達の度合いを示している｡ 成熟､威厳､力､経験が現れる｡その惑星が属する太陽系のより高次元で拡大した世界へ入っていき､そこで再び青年として出発するようになる｡ハイセンは自然の力や魂より下等の段階の形態について研究している｡
・多くの霊は彼らの感覚器官が周囲の物事を全体的に理解できるまでに発達していないので､彼らの周りの幽霊的存在に気がつかずにアストラル界を過ぎていく｡

・霊とはその中に魂の胚珠を持っているものについて言う言葉｡魂を持っている霊魂と魂を持たないアストラル体を見分けるには霊視とか透視力と言われる眼力を持たねばならない｡
７段階の霊視能力のうち最初の三段階の能力保持者は非常にしばしば見つけることができるが､４段階､５段階となるとずっと少なくなってくる｡わずかに､占星学上の特別な影響下に生まれ､独特の能力に恵まれた人の中に見出すことがある｡完全な第６～７段階の能力を持っている者は霊のままで第７領域まで連れていくことができる｡最高次元で地球霊界では天。
・霊界には何世紀にもわたってこの分野の研究をしてきた多くの教師がいる｡⇒その知識が人間に役立つように､ある人々には与えられている｡このような知識が与えられれば､地上の人々の心は拡大し､進歩していくだろう｡
・あの方としばしの別れ⇒出発式
第17章 地獄へ接近する 158   案内の友人と別れる 
・思考の速度か？⇒地上の人間には考えるのも困難なスピードで下層の世界を経て下降

・かつて経験したことのないような疲労感｡⇒休息⇒携帯してきた食物と霊的に持続力を増す果物の簡単な食事
・リーダーがグループ全体のために守りと力が与えられるように祈りをささげ休んだ｡⇒気持ちのよい無意識状態
・合言葉と思いを読み取る力に差
第三部 地獄の王国 
第18章 地獄の火の壁を通り抜ける 164  そこは残酷の都だった 
･2～3人のグループに分かれたが､各自が自分の道を取ることにした｡
・私は霊界では地上人が普通の視覚では見えないために空気のように実体のないものと思いがちな霊界の実相が本当はリアルで堅固な実体であることを十分承知していた｡
・火山の噴火口のようなところ⇒恐れない｡勇気と意志の力で跳ね返すように｡
・この世界の霊媒的霊人のオーラを利用することになる｡この世界の住人たちに目撃されるようにここの状態にあった質料を身に付けるからだ｡⇒誘惑にたやすく影響されるようになる｡あらゆる面にわたって下等な性質が発現しやすくなり､それに支配されないように注意しなければならなくなる｡⇒火の壁通過を｢意志｣した｡運命を思い､あらゆる力をふりしぼって思いを集中した｡
・残酷の都
・彼らのここでの経験は因果応報というものがあるという感覚を彼らに植え付けるだろう｡

・全ての霊が辿る絶対的な法則としてではなく､多くの霊たちにとって生まれ変わりは進歩の法則｡

・それぞれの惑星の生命体に生まれた霊､あるいは魂は守護霊を持つ｡この守護霊は天界からこれらの地上の霊を彼らの知性に最も合った方法で導き教育する｡⇒天界においては完全な体系を持っていて最高の教師を擁している｡
・そして､高次の世界から彼らの教義が中間層の霊を通して地上にまで伝えられる｡
・守護の天使は魂の胚珠をその子供時代から青年時代までをずっと見守り続ける｡これはその魂が自我意識の光を見たときから体験と進歩を繰り返しながらついに彼の守護天使と同レベルに至るまで続けられ､その後は彼自身が新しく誕生する魂の守護霊となる｡
・魂はその本質において不滅｡動物もそれ自身の魂の種の型をもっているが､人間のものが最高だ｡

・霊的児童たちに経験を積ませるため､下層の世界へ送るという方法がとられる｡

・地上の人生において､もしお互いに似た者ばかりであれば単調で退屈なだけの世界となる｡多様性とかコントラストなど人生に彩を添えるものがいる｡天界でも同じ｡

・霊界では普遍的法則により､似た者同士は近づき､反対の性質を持つ者同士は反発しあうので､混ざり合うことはない｡
第19章 このうえなく邪悪で残虐な帝王の都 175     自分の卑劣さに苦しむ男を導き出す 
・このような都市はかつて地上にあったもので､霊的反映がこの都だ｡いつかときがくれば､ここの住人たちも進歩をなし遂げ､この場所はチリとなってこの世界から消えてなくなるだろう｡⇒あなたと一緒に入ることはできない｡あなたの目的はあくまでも高次の世界に達するほどの悔い改めの祈りをする惨めな霊を救うことにあり､彼の祈りは遣わされたあなたが与える救いによって報われなければならない｡⇒彼らの全員が自分自身の恐ろしいまでの変化には気づかないままなのに､相手の変化はすべて知っている｡⇒一人の男を見ていて､自分が遣わされたのはこの男のためであったとわかった｡⇒ただ感じたのは､私を導いてきた力がきっとその方法を示してくれるということ｡⇒全てが本物に見えるのだが､幻想｡⇒この世界のいかなるものも食べてはいけない｡⇒彼らの術中にはまることになる｡⇒強い意志⇒ドアを通り抜けるとその後ドアは固くしまった｡⇒救出した霊は無意識状態だった｡⇒霊的磁力⇒最後に彼の霊の形となった｡
第20章 恨みと怒りで燃え上がる地獄の炎 187 
残酷な苦痛こそ慈悲深い施し 
・息子よ､あの者たちは､確かに生きている霊である｡地上にいたとき何百人といった人々をあのような死に追いやった者たちである｡そのときの彼らは何の憐憫の情も何の呵・犠牲者の恨みと怒りの炎はさらに煽られているのである｡

・イエズス会の頭による単なる口実の信仰⇒愛と慈悲の教えを垂れたキリストの教会の名の下でおぞましい業が繰り返されていた｡⇒母国スペインで教会の君主のような存在となった｡⇒臨終の場面で魂が天界に召されるどころか､下へ下へと沈んで地獄にまで落ち込んだ｡⇒悔い改め

・白日夢⇒無垢な生活。最高神を崇拝し､霊と真をもっていた｡彼れらの素朴な信仰と勤勉な道徳的生活こそいかなる教会にも信条にも縛られない宇宙の大霊から与えられた賜物だ｡
・地下牢に私を導き引っ張ってきたのは妻の祈りだった｡悲しい物語を教えたのも彼女の魂だった｡
・この修業の期間が終わったあかつきにはあの人と喜びの再会を果たせるよう､地上で無事でいてくれるよう一生懸命に祈った｡⇒あの方の輝くビジョンによって励まされた｡
第21章 人殺しが集まる大魔都 228   自分の子供を殺した女性を救い出す 
・地上で人々が虐げられれば､れるほど…低級霊界の霊人たちはその騒ぎに介入し地上の人間の争いごとを煽る｡
・地上の人々がよりじゆうとなり啓発され進歩すればするほど､これらの黒い霊人たちが地上の民衆の間にさらに深く入り込み､自分たちの邪悪な目的のために人々を操るということが難しくなる｡

・今､私の・今､私の周りにいる者たちはどうすればわたしが復讐の思いを遂げることができるか唆した者たちだ｡
・かつて子どもを殺してしまった女に出会った｡⇒｢そのことを申し訳なく思っているかどうか｣訊ねた⇒ここから２人して抜け出す方法を見つけ出すことに同意させた⇒律儀な友ともう一人の霊人が助けに来てくれた｡⇒あなたがどれか一つでも彼らの誘いに乗っていたなら､たとえ一瞬であったとしてもあなたを救い出すことはできなかった｡物質的磁力を身にまとうことになったので､この壁を通り抜けることができなかっただろう｡
・あなたは今でも彼らと因縁が完全に切れたわけではないので､もう一度彼らと会うことになる｡地表の霊界においてあなたはほんの少しとは言え､彼らの誘惑に応じ､その影響を受け､彼らの考えに従う立場を取ったので､彼らと特別な因縁が結ばれたのだ。だから彼らとの関係を断つことは容易ではない｡あなたが霊的に高度な発達を遂げることによって彼らとの間に深淵な溝を築かなければ切ることができない｡⇒あなたはまだ､自分の心を十分に統御するところまでいっていない｡あなたは多くの欲情を支配し統御することは学びはしたが､かつてあなたに害を加えた者たちへの復讐の思いはまだ死に絶えていない｡⇒その思いが生きている限り､これらの者たちから完全に解放されることはない｡
・律儀な友｢本質を見通すあなたの力はあの方に依っていることを知らねばならない｡彼女の純愛は水晶のようにきれいな水の流れのようにつねにあなたに注がれていて､それによってあなたは高級な物事を理解し､これらの低劣な霊の邪悪さを知覚することができるのだ｡あなたとあの方との間には今や本当に強い絆が結ばれていて､あなた自身が意識しなくても彼女の高級な霊性を自分のものとすることができ､彼女はあなたの強さを受け継ぐ｡今のあなただけの霊的発達の状態ではこれらの黒い悪鬼にごまかされて､この世界の腐敗の実体の多くは見破れないだろうが､彼女から得た､より精妙な知覚によって純粋な魂には見えてくる彼らの真の姿を知ることができるのだ｡
私が教えられたところでは､彼女の愛はあなたがどんな試練を受けているときでもあなたを盾のように守ってくれるのだ｡この場所を去る前にある人物に会わせなければならない｡⇒あなたがあの方から流れてくる純愛の泉の恩恵を受けられずにたった一人で希望もなく罪と欲情の重荷を背負ったまま戦っていたら､その姿こそあなたの姿になっていただろう｡⇒あなたは誰よりも同じような不幸な者たちに対して､やさしい思いやりを持つことができるようになると思う｡あの方の愛がなければあなたも彼らのように深遠な世界に沈んだに違いないので､あなたは感謝の心に満ちて､あなた自身が愛されたように他の者たちを愛すると思われる｡｣⇒救出したあの不幸な女は高次の世界の天使に委ねた｡彼女は進歩に必要なあらゆる支援を受けられると告げられた｡
第22章 わが一族が誇った先祖の醜い宮殿 249   彼はいつも私の欲望を操っていた 
かつて王権を揮っていた､わが一族の男に会った⇒どんなものにせよ彼と似た要素がわたし自身の中にも存在していたのだという考えに圧倒されてしまった｡
・地上での血族という関係のためにでき上がった神秘的な霊的繋がりのために､わたしの地上の人生に密着して､ときどき影響を与えていた｡わたしが野望を抱いたり､誇りに満ちた出世を望んだとき､…彼は地獄から浮かび上がってきて私の誇りの感情を育て､尊大な気持ちを煽っていたのだ｡そうしたわたしの気持ちは彼自身の思いと同じだったからだ｡⇒彼は私を世に出して育ててきたという｡また､もう一度人々を支配してみたいと願っていた｡⇒彼は私への関わり(｢何年もの間わしはおぬしをここへ導こうとした｣､部下を差し向けたことなど)を話した｡美しい音楽を響かせ始めた⇒彼の言葉に従いながらも彼からの誘惑から守ってくれるよう祈りをささげた｡⇒彼は次から次へと絵を見せて地上の人々がどれほど霊人たちに操られるものかを示した｡この霊人たちが十分な意志の力と知識を持ち､それらを己の権力欲を満足させたり､あらゆる官能的悦楽を得るためにのみ使用するのを見せられた｡⇒以前から知ってはいたが､もし同様の意志の強さを持つ高次の世界からの抑制する力が働かないと､私の目の前にいるこの者たちがどれほど大きな災いをなし得るかについて私は全く認識していなかった｡⇒しかし､今や､天に感謝すべきは､人類と霊界ともども天界の天使らの教えによって清められつつあり､これらのことは段々少なくなってきている｡⇒最後に目の前に一人の蠱惑的な女性が出現⇒私が立ち上がって近寄り見極めようとした⇒その瞬間､私と黒い魔法の鏡との間にあの方の顔をした霧のような形の天使が立ちはだかった｡
⇒幻影からの目覚め⇒過去に犯した過ちや邪悪な思いや欲望が今私の横にいるこの男によって喚起されたことがわかり､これが私の心の中に潜んでいて､我々を繋げ､私をこの男に結び付けていた｡⇒様々な幽霊⇒私の頭上で星がきらめき､そこから一筋の光がまるでロープを垂れたように流れ込んできた｡それをつかむと光の束となって私を引き上げてくれた｡
・アーリンジマン師が自ら私に磁気療法を施してくれていた｡｢汝がこの男を祖先として尊敬したり誇りに思ったりする限り彼は汝に影響を及ぼし続けるのである｡今や､汝自身の恐怖の感覚や反感が彼への力として働いているので､彼の影響力は及ばなくなっている｡
十分注意するように｡この男の領域にまだとどまるのであるから自分自身を支配する力を失わぬように｡汝が動揺して何者かの侵入を許さない限りは自分を支配する力は有効であり誰も奪うことはできない｡
息子よ､再び汝の元を去ることになる｡…勇気を持ち続けるように言っておく｡…あの人からの報いが待っているのだからの｣…来たときと同様に､神秘的な方法で立ち去った｡
・二人のお試しの霊人があの方の重病による死を告げに来た｡⇒同胞団の秘密のサインを求めたところ､難を逃れることができた｡
第23章 愛する女性に裏切られたベネデットの物語264 
燃えるような憎悪で地獄の都に落ちる 
・律儀な友と似たようなもう一人の男(霊界での名前:ベネデット)の姿を見せてくれることになった｡

・霊界の中の町＝地上のヴェニスが低級霊界に反映してできている都だった｡⇒彼の人生を知ることになった｡
・ピストル自殺⇒墓の柩の中⇒物質的肉体を破壊したが､崩壊する肉体が魂を解放するまでの間は自由になれなかった｡腐敗する肉体の分子はまだ霊魂を包んでいるので肉体と霊魂の絆は切れていない｡自殺した魂は肉体を離脱する準備ができていない｡連結のリンクが萎んで消え果るまでは腐敗する肉体に付きまとわれる⇒肉体が完全に崩壊後霊魂は解放された｡⇒しばらく墓場の上を漂っていた｡⇒地表の霊界へ⇒慈悲深くあろうとするなら火葬にすべき
・感覚の力は小さかった⇒感覚が復活するにつれて地上生活のときの情熱とか欲望などが戻ってきて､それをどのように満足させるかという知識も戻ってきたのだ｡⇒あの女性に対する復讐への激しい渇望があった｡⇒意識を集中すると地上の彼女の元に戻ることができた｡⇒彼は取り付かれたように考えその全てをやり遂げた｡霊人は人間が考えるよりずっと強い力を持っている｡⇒彼女の全てを隠していた覆いが取り払われ､正体暴露⇒彼女は見えざる何者かの力を感じた⇒ベネデットの最後の言葉を思い出すようになった⇒彼は毎日彼女のそばに来て耳元でささやくようになった⇒彼女は物質的には何も見えなかったが､彼の存在を感じるようになった｡⇒とうとう彼の姿を見てショックのあまり倒れて死んでしまった｡⇒カインの印が自分の額に刻まれたことを知った｡⇒猛烈な自己嫌悪⇒唯一の願いは自分自身から逃れること､なし遂げたことが恐ろしくなった｡⇒後悔､償い､赦し赦されるのを待つ
・私はベネデットに自己紹介した｡

・下等な感情をたぎらせてこういった生き者たちと同等のレベルに自分を置いてはいけないという警告を思い出した⇒あなた自身で見出してもらおうと思った｡あなたの性格的な意志の強さと心の決意がどれほど力強い防御の力になるかを知ることになる｡その力を他人の正当な権利を支配するために使わなければ､最も有効な価値ある資質となる｡霊界におけるあなたの仕事を遂行するうえで偉大な手段となる｡その力はあなたの周囲の者たちに対してばかりか無機質のものにも有効なのだ｡
第24章 獣のような戦いが際限なく続く地獄の戦争 282 
地獄の戦場で苦しむ者を助ける 
･強力な戦争の指導者が霊界で戦争を始める｡死でさえ終わらせることのできない争いで､死より恐ろしいものだ｡
・いつ進歩が生ずるかはそれぞれの魂の潜在的な高尚さや善､正義､真理を愛する潜在的な力がいつ覚醒するかに左右される｡いつか必ず善の魂が目覚めるときが来る｡そのときこそ善の種は芽を出し､彼らを悔い改めに導き､ついには豊かな徳と善の収穫をもたらすだろう｡
・二人の王と大変な地上のどんな戦闘よりも激しい戦闘⇒戦闘に恐怖や嫌気のさしているものを探して助ける仕事

・粉砕された霊体を起そうとすると､あの神秘的な声が耳の中で響いた｡地獄にさえ希望はある｡でなければ何のために汝はここに来たのか？夜明けは最も暗いのである｡そして､これらの打ち負かされた者たちに変化のときが訪れたのである｡彼らがこのように打ち倒され踏みつけられる正にその原因となったものが､今度は彼らを引き上げることになるのである｡⇒静かに横たわっていた者たちの上方に霧⇒解放された霊魂の形態⇒明るく精妙な霊の腕に抱かれて一人ひとり運ばれて最後の一人も連れていかれて我々の仕事も終了した｡
第25章 暗黒の王国に別れを告げる 291   地獄での探索を全て終える 
・同胞団のリーダー･偉大な指導者のスピーチ⇒暗黒の領域があちこちに存在する｡⇒地球霊界における最低霊界であるこの領域は黒い質料からなる大いなる帯域から成り立っている｡⇒地上における物質的な人生を終了した大量の罪深い魂をその境界内に吸い込んでいる｡⇒各自はそのレベルに応じた領域に自分の住居を建てているので､この広大な領域には数多くの住居と都市が形成されているのである⇒人間の思考力では考えられないほど無数の住居がこの領域には存在しているが､その場所や位置はそれぞれの住居を作った霊の個人的な特質を備えており､同じ顔や心が二つと存在しないように､霊界には全く同じ場所は二つと存在しない｡ただし､霊界では性質の似ている者同士はお互いに引き付け合っているので､そうした住民たちが独特の集団を形成している｡⇒同じ領域でも他の部分を見た者は全く異なった内容を描写するから何事にも極端に限られた見方しかしない地上の人々は同じ領域のことを異なる内容で描写するのはおかしい､両方とも間違っているからだというだろう｡
・自分たちの罪悪の掃き溜めに這いつくばう全ての不幸な者たちにも消滅することも破壊されることもない人間の魂の胚珠が存在していることに注目してもらいたい｡
・君たちが学んだように､そう信じているのだが､どんなに魂の修行の期間が長くなるとしても悪用した魂の力から解放されるのにどんなに多くの時間を必要としようとも､全ての者には誰にも奪うことのできない希望が与えられているのである｡また各自には必ず､最後に覚醒のときが訪れるのである｡
・希望の同胞団よ！人はその矮小な器で全能者の力を計ることができようか？人は神の大いなる慈悲に制限を与え､どれほど罪が大きくても､その嘆きの中にいる罪人に向かって､神の慈悲は汝には与えられないということができようか？
・死んだ後でさえ､地獄の門の内部においてでさえ､全ての者に慈悲と赦しは備えられているし､希望と愛は確保されている｡人の中に吹き入れられ人格としての意識にまで成長した不死の魂の精髄は､そのわずか一粒でさえ失われることはないし､完全に消滅したり永遠に悲惨な状態に置かれたりするようなことはない｡
・したがって､これと反対のことを人に教える者は間違っているし､むしろわたしは､その者は罪を犯していると言うであろう｡何となれば､そのように教えることにより､彼らは相手の希望に対してドアを閉めることになり､さらにまた罪を犯す魂を､より絶望的にさせてしまうからだ｡
・君たちが地表の霊界に戻るときは自分が経験したこの探索で学んだ真理の全てを公表し､全ての人が希望を持つことができるように､さらにまだ間に合うのであるから自分たちの道を注意深くすすもうという意識を持つように努力することを願うものである｡地上にいるときに自分の過ちを正すことのほうが､死んだ後よりずっとやさしいのである｡

・君たちが見たこの地獄において､自分の身に起こることは全て､その人自身の邪悪な人生の結果であり､地上であれ､この霊界内であれ､過去の行為の作品なのである｡したがってここにはその状況がどんなにひどいものであっても魂自身が作り出したもの以外は何も存在していない｡これらの生き物の霊的概観にどれほどショックを覚えようと､そのような彼らの姿は彼ら自身で作り出したということを思い出さねばならない｡
・神は一粒の重しさえ誰にも背負わせてはいない｡各自が犯した罪を正すために､破壊したものを再建するために､…必要な努力の量は同量なのである｡そうしてこそ､これらのひどい住居や退化した彼らの姿､恐ろしげな環境などが､より明るく幸福な光景に変わっていくのである｡より清められた体より平和的な家庭､となるのである｡
・我々が見るもの､我々が知り理解できるものは偉大で不滅の真理であり、希望は真に永遠なものということ､また最も退化し罪に汚れた魂であってさえ､進歩はつねに可能だということである｡

・君たちが地表の霊界に戻り､そこでの仕事に従事するとき､この偉大な真理を地上の人間と霊界にいる霊人たちに教えてやってほしい｡
・また､君たちが援助を受け強められたように､君たちには感謝の義務があるということと､そうであればこそ､人を助けるという宇宙的な同胞団の一員としての自覚をしっかり持ってほしい｡
・暗黒の国に別れを告げるときが来た｡この国の惨めさや罪に悲しみを感じて別れるのではなく､希望､それから全ての苦悩と罪に見舞われている者に対する熱心な祈りの中に去るのである｡
第四部 黄金の門 
第26章 ｢悔い改めの国｣を経て｢安息の家｣へ 300 
愛する人と一緒になれる自分を目指して 
・霊界では服装が霊の進歩の状態を象徴する｡更に美しくて清冽な感じのする霊の薔薇の花輪で､束ねられていてあの方の魔法の絵の額縁になっていた｡

・晩餐会とメロディーとカーテンと黒い大理石の大きな鏡
・父にこの音響効果がどのようにできているのか､みな幻想なのかと訊ねた｡
｢息子よ､今見たものは科学的な知識の適用だよ｡それ以外の何物でもない｡この鏡は薄い金属でてきた薄片の束の情報から送られてくる映像を受け取り､映し出すように調整されている｡地上の金属の霊的対応物というべきか｡この金属の薄片はとても高感度にできていて､何というかレコードプレーヤー(おまえが地上で見たような)が音波を受け止め保存するように､映像を受け取り保存することができるのだよ｡おまえがあの暗き領域を放浪していたとき､この装置と磁気的な交信ができる状態に置かれていたのさ｡
それぞれの冒険の旅行の様子は､この薄片の一つに送られていたんだよ｡また､各自の感情のありさまは音楽と文学の領域の音波を作りだし､同じ音調で振動するのだよ｡…
霊界ではあらゆる感情､話､出来事などは､それを客観的な形として再び作り出すことができる｡だからその内容に同調できる者には映像となり旋律となり話となったりするんだよ｡霊界は人間の魂の思考や行為により作りだされているのだから､あらゆる行為や思考は霊的な物質の対応物を形成するのだ｡おまえはこの霊界では地上の者たちのまだ知らない多くのものを見ることができるだろう｡多くの面白い発明などは､ときがたてば地上に送られ発明物となって現れる｡
・長い静かな休息の時間⇒半ば目覚め半ば眠っているような状態⇒考えることからは心は解放されているが､周囲の事柄については完全な意識を保っていた｡⇒愛するあの方を訪問し､彼女がわたしの改善された姿を見分けられるかどうか見てみたい｡⇒死とは我々が地上に残してきた者たちへの愛情を終了させるものでもなく､また彼らと共に歓びや悲しみを分かち合うことを不可能にするものでもないことははっきりしている｡
・私はすでに､彼女自身の霊媒の能力を通してかなり容易に彼女と交信できることがわかっている｡つまりもう第三者の介入や助けは必要ない｡
・彼女と交信するときのわたしの苦労も軽減されたし､彼女の愛情を直接感じとることもできる｡彼女も私がそこに来ていること､ときにはずっとそこにいることを意識できるのだ｡
・これからのつとめは､もう一度地表の霊界に行き､あの地獄で見た都市の地上にある本体の都市でなされることになっていた｡⇒都市に群がる人間や霊人たちに働きかけ彼らの心に私があの遥か下方に存在する暗黒の霊界で見てきたものを認識できるように印象づけるというもの
・地表の霊界で働く者たちにはつねに多くの仕事がある｡＝地上の人々が霊界へ毎時間毎分移ってきているし､その者たちは与えられる限りの助けを必要としているからだ｡

・数ヵ月後わたしはより高く進歩したい､今到達した地点よりもっと高い地点に到達したいという欲求を感じるようになった｡そしてその霊領域で彼女と一緒になれることだけを望んだ｡だからその間は自分があの方の霊的レベルに到達する前に彼女が地上を去ってしまうのではないかという怖れにつねに付きまとわれていた｡⇒新たな挑戦､自分に対する完全な支配へ
・肉体が分解する瞬間に霊の考えとか欲望は変貌してしまうと考えるのは死の向こうにあるもう一つの生の状況についてあまりにも無知だからだし､地上生活で培ってきた考え方を変えるのがどんなに大変で､それは霊界でも長いこと付きまとうということをあまりに理解していないからだ｡

・地上の人生で疑うことや不信することを覚えてしまった私はその経験を簡単に捨てることはできなかった｡
アーリンジマン師が｢悔い改めの国と呼ばれるところがある｡そこへ行けばきっと多く得るところがあるはずだ｡そこをめぐり歩き艱難辛苦を乗り越えるとき､君の地上人生の真の性格とそこでの過ちははっきりと理解され､君の魂が進歩するための偉大な方法も示されるはずだ｡
しかし､その過程では自分の過ちや過去の行為が全てあからさまに示されるし､またすでに償いを部分的に済ませたとしても､より高度の知性の目ではその行為がどのようなものだったか､ということを見ることになるので､苦労と悲しみに満ちたものとなろう｡
・彼らは自分の意識に向かって己の悪行の言い分けをし､それを正当化しようとするからである｡わたしが話した場所はこういう者たちを啓発するのに非常に有用である｡しかし､このことは自発的になされなければならない｡そうしてこそ進歩の期間を何年も短縮することができるからだ｡
・その国では自分の生涯が映像として貯えられていて､多くの失敗の原因が不思議な霊的な大気に反映される｡また､それぞれの障害を形作る性向も示される｡それは､自分をあからさまにされるという苦い経験を通過することが､自分を厳しくかつ正しく評価する助けになるからである｡それがたとえどんなに苦いものだとしても､君の魂には有益な薬であり､地上でのさまざまな病から君を癒してくれるのである｣

・君のように強い心を持ち､勇気に満ちていれば､自分の魂を拘束している心の性向を見抜き､それを理解することにより､すぐ改善し上昇することができるのである｡

・地上での時間で２～３週間ほど⇒君の霊が早く戻って来るイメージが見える｡⇒ある出来事が完結するのに要する長さで計られている｡⇒地上の人々と交信するときに､彼らに予知する出来事の正確な日時を教えないようにすることも関係している｡
・進歩したいという非常に強い思い⇒自分の罪が重荷になってのしかかってきた⇒動きは鈍くなり動くこと自体が苦労に⇒巡礼者のよう
・霊界では心の状態が着る物と環境の様相を決める
・地上における不毛な砂のような私の人生が見えた｡⇒熱い砂と砂漠の蜃気楼
・場面が次から次へと溶けては流れ去り新しい場面が現れては消えていった｡わたしが出会い知り合った人たちが出てきて彼らに向かってしゃべったのに自分ではすっかり忘れていた私の冷酷な考えや言葉(…)が示された｡…こうして周囲の人々を傷つけてきたことを知らされた｡
・過去の私の何千という全くくだらない考えや利己的な行動や､長いこと気にもとめず忘れていたあるいは正当化していたものが全て私の目の前に現れた｡そうした場面が次から次へと現れてくるのでついに私は圧倒されて堪えきれなくなり泣き出してしまった｡自分の誇りを投げ出し､ちりの中に頭を垂れ､恥と悲しみの苦い涙を流したのだ｡⇒花や露､オアシス
・映像は現れなくなったが代わりに急いで母親から小さな女の子を預かり抱いてあげた｡身の上話を聞き､その子にキスをしてあげた｡
・地上での人生をやり直せるのならそれよりずっとましな生き方をしたいし､見放した者を今度は励ましたい､助けたいと思った｡
・傲慢な姿を典型的に象徴するように高い岩山がこうして積み上げられている｡⇒一人の若者を助けることになった｡
⇒これからは粗末な麻服と卑下の精神を表す灰に身を包まれて地上に戻り､弱い者たちを助けて彼らに私の芸術のより深い理解者になってもらえるように努めようと決意した｡それも､できるだけ私の持つ高度な知識で助けようと思った｡癒してあげようと思った｡
・こうしたことを考えながら長い間山の上にいた｡⇒大きな門と絶望的になってひどく泣いている哀れな女を慰めようとあらゆる努力をし､あらゆる方法で希望を与えようとした⇒門の扉が溶け去った｡⇒あの門は親切な思いと行為の門である｡
・古い壊れそうな橋と老人⇒途中で双方とも老人を置いていったほうがよいのでは、という思いが浮かんだ｡やはり､置いていくことはできなかった｡⇒頑丈な橋になりアーリンジマン師が現れ｢あの重そうな老人を引き受け背負うだけ君が愛他的であるかどうか､を見るテストだったのだ｡さて最後の試練に向かう君と今ここで別れる｡君はこれから､これまでずっと心に抱いてきた疑惑や猜疑心を正しく分析し､判断しなければならない｡成功を祈る｣
・｢幽谷の谷｣⇒霧の幽霊がますます厚くなり､はっきりしてきて､まるで生きているような感じがしてきた｡⇒実はこれはわたしの地上での人生での想念がすなわち疑念､猜疑心､不親切な思いや淫らな思いなど､私が自分で育てた下劣な想念が作り出したものだった｡それが生命を持ち､実際に触れそうな感じで漂っていた｡⇒私の想念が作りだしたものが成長し､積み重ねられてできた亡霊たちと戦うことになった｡⇒恐怖に取り付かれたわたしは命懸けで闘った。⇒無意識のまま夢を見ていた｡⇒目覚めてみるとまだあの谷にいたが､幽霊たちは消え去っていた｡⇒妖精が食物と飲み物をくれた｡⇒｢休息の家｣⇒感謝の思いをこめてありがとう⇒純白の線が入った洋服＝霊界では白は純潔と幸福を象徴､黒はその逆⇒オアシスで助けた母子に感謝された｡霊界の果物とケーキ…豊かな食事､全ての神の慈悲に感謝した．また､この会食を主宰した同胞団は我々全員に神のご加護があり､無事に成功するようにと祈ってくれた｡そして､感謝の心に満ちて別れの挨拶を交わし､それぞれの家に戻っていった｡
第27章 霊界で初めて家を与えられる 329   魂への愛と憎しみの影響は甚大 
・｢朝日の国｣の領域内に家があり､友人たちに付き添われてそこへ行った｡

・父が地上に案内してくれ､あの方に私の家のヴィジョンを見せてくれた｡
・霊界でも地上と同様時間は過ぎていくし､それに伴って新しい変化や進歩ももたらされる｡⇒敵を完全に赦す⇒相手を傷つけようとする思いはは一切持たず､かえって彼らに善を施したいという気持ちにならなければならない｡つまり､悪に対する善で報いるということを心から実行するわけだ｡
復讐の思いを克服すること､自分を傷つけた相手に何か罰を願う心を克服することは大変難しいことだった｡
・二人の憎しみはなくなってはいなかった｡こ⇒ひどく苦しい後悔の念⇒人物の横に立っていると新しい感情が湧いて来るのを感じた｡⇒互いに変化の気持ちがあらわれた｡
・ひとたび死が地上生命の糸を切断するとき我々の霊魂はお互いに相手から赦しを得るために出会うようになる｡

そのときまではわれわれのリンクが完全に切断されることはない｡愛と憎しみが魂に及ぼす影響こそ甚大で永続するものであり､地上の生涯が終わった後もずっと長いこと付きまとう｡愛よりは憎しみで結び合っていた｡
第28章 あまりに美しい｢日の国｣の家 335   歓びを分かち合う友を得る 
・霊界の第二領域は雲の形や色を楽しんだ｡

・霊界では我々の想念や願いが環境を作り出す｡

・最高のサークルの入り口､黄金の門
・領域やサークルの間には磁気のバリアーが存在する｡
・霊界ではもし望めば自分より下位の霊界にはいつでも入れるし自分の足跡を辿ることができる｡

・日の国⇒栄光に包まれていて､あらゆる悪や罪の汚れから解放されているようだ｡⇒父､母､兄弟たち⇒身に余る恵み⇒この勝利の歓びの瞬間を共にするこの場所にあの方がいないとは！⇒こう思うや否や突然､彼女の霊を横に感じた｡⇒彼女は半ば眠り半ば起きているような状態で､わずかな間だが地上の肉体から自由になり､彼女の守護霊の腕に抱かれてやってきたようだ｡⇒眠りに落ちたので守護霊が彼女を地上の肉体に運んでいった｡
・音楽の部屋から遥か遠くにある地球を見ることができた｡

・ここでも額絵と真っ白な薔薇

・妖精
・ぼんやりとした星に見える地球を見ながら思いをはせていた｡

・洞窟近くには私の人生のひとこまを扱ったもので､たちまち私の気を引いた｡

・部屋を見渡すとあちこちに見慣れた光景がある｡どのどれもが幸せな雰囲気に満ちている｡山は虹色から金色…変化した｡
・霊界では自分の労力で手にしたいものを引き寄せる｡

・別の部屋にはわたしの生涯を記録したものや私が感嘆し愛した人物の記録を書いた本で埋まっていた｡

・文字の変わりに絵が印刷されていて､誰かがここにある本を読むと著者の思想が言葉によるよりずっと簡単に理解できるようになっている｡ここでは高次の領域に住んでいる偉大な詩人や文学者の霊感に満ちた思想を座ったまま受け取ることができるようになっている｡
・何百万マイルもの距離を超えてあの方の想いがわたしに伝わってくるし､私の思いも彼女に届く｡

・幸せな宴、私の家
・両親から贈られた美しい守護天使である男性天使と女性天使の像

・誰かこれを一緒に楽しんでくれる者がいないだろうか

・彼女を訪ねたが現在の進歩した私の霊界の位置ではかつてのように長いこと地表の霊界にとどまれないことを知った｡⇒地上での疲労から回復するためにちょくちょく霊界にもどらなければならない｡
・律儀な友がベネデットを連れてきてくれた｡兄弟のよう

第29章 霊体を抜けたわが魂が見た高次の霊領域 354 
アーリンジマン師と交信する 
・遥か高次元の領域で私と交信したがった｡⇒神秘的でまばゆいほど白い物質の光が私を囲むのを感じた｡すると全てのものは私から締め出されていった｡⇒私の魂が霊体から抜け出し浮き上がって行った｡⇒霊の衣が残り､上へ上へと上昇⇒そこから低級の領域や高級の領域と共にある地球が回転しているのを見ることができた｡
・｢見よ､息子よ､ここに君の歩むべきもう一つの苦労の路程がある｡地球とその霊領域を見てみよ｡そして､この地球が進歩するために君に従事してもらいたい仕事がどれほど重要かを見てみよ｡地獄の王国での路程を通して獲得した君の能力の価値を知るように｡その力をもって君は大いなる精兵となって日夜地獄の住人の襲撃から地上人を守るようになるのである｡｣

・彼が示す場所に目を向けると､そこに地球を取り巻く霊領域があるのが見えた｡

その磁気流はまるで大洋の潮の干満のように波打っていてその上に何百万何千万と言う無数の霊を抱えていた｡

それらの奇妙なエレメンタルのアストラル形態を見ると､なかには美しい者もいるが､ほとんどの者たちはグロテスクで醜く怪しげな姿をしている｡地球に縛られた男女の霊も見えた｡彼らは粗野な歓楽に身を委ね罪深い生活を送っていて､しかも多くの霊が自分の下劣な欲望を満足させるために地上人の人体器官を利用している｡
・低級の霊領域から真っ黒な恐ろしい生き物が怒涛のように地球に襲い掛かるのも見えた｡

・彼らが人の周りに集まり厚く群がっている｡彼らが群がるところでは地球に注いでいる霊的太陽の輝きは締め出されてしまう｡彼らの残虐で邪悪な想念が黒い塊になって霊的太陽の光を閉ざしているからだ｡このようなところでは殺人や強盗…その後には死と悲しみだけが残る｡
・多くの地上人が彼らの愛する貴重な人々を失って悲嘆にくれるのが見えた｡二度と会えないという思いに縛られて彼らは悲しみ嘆くのだった｡しかし､当の相手は彼らのそばで漂い傍らに立って自分たちがまだ生きていること､死が人から愛する思いややさしい願いを奪い去ることなどできないということを必死に示そうとしている｡
・アーリンジマン師｢これら二つのグループ､生者と死者との間に交信の手段があれば彼らの悲しみは慰められるのではないか？また彼らを地獄に引きずり込もうとしている生き物がいることは知らされるべきだ｡｣
・彼がこう言うと太陽の光のように壮麗でまばゆい光が輝きだした｡⇒壮麗な音楽⇒その他の地上人で霊眼が部分的に開かれ霊的な耳も完全には塞がれていない者たちが霊界やその美しさについて話すのを見た｡彼らは自らの偉大な考えを地の言葉で表した｡
・天才､彼らの言葉や音楽､絵画はどれも皆人の魂を向上させ､その魂を人に与えた神に近づくのにとても有益なものだった｡地上においても最も純粋で高級かつ最良のものは全て霊界からのインスピレーションとして人にあたえられるものなのだ｡
・地球には天使が守っている多くの扉があり､それらがいつも開け放されたままになっていて､地上人と霊人との交信を可能にしているのを見た｡⇒不誠実⇒低級領域の黒い邪悪な霊の不純な光線が入ってきてついに天使がその扉を閉めてしまうのだった｡
・かぶとを被った天軍⇒悪徳に満ちた生活をしてきたので地獄の霊界に落ち込んでいた者たち⇒深いく改めをなし､偉大な償いの仕事を多くなすことにより､また自らの欲情を支配することで光の軍隊の指揮者となった｡低級霊界から迫り来る悪の襲撃から地球人を守る強力な戦士

・武器は意志の力そのもの､それ以外の武器で戦うことはない｡

・魂の鎖

・天界から降りてきた巨大な天子の軍勢＝彼らもまたあの最低の霊界において罪の償いを果たした者たちである｡罪深い欲望のために無垢な者たちを犠牲にするような考えを持たず､長い年月をかけて熱心に努力し､悲しみと涙で多くを償い自らの内に内在する悪を征服するために大変な苦労をなすことによって高次の世界へ昇った者たちである｡そうであればこそ､罪を犯した者たちが同じ償いの道を歩めるよう支援できるのである｡彼らは地球の霊領域にある天界にいる天使たちである｡
・アーリンジマン師｢彼女の地球的な運命の星を見てみよ｡地上に生まれたそれぞれの魂には､生まれながらにして､その行くべき道が明示されている｡…その道はまっとうされなければならない｣

｢大いなる地球の出来事は決まっている｡それらは不可避的に地球の存在のある時期に生じるようになっている｡それは賢明な天界の守護天使が人間の魂を育成し発達させるために適しているとみなしていることである｡｣

・自由意志がある

第30章 結論―ここにこそ真理がある 367   愛する人と永遠に輝ける日まで 
わたしのつとめは果たされた｡…ここに語られた内容をそのごとく受け入れてくださると信じるということだ｡
わたしたちの魂が神の元に戻ろうとするときに辿る悔い改めの苦い道､うんざりする苦労の道をみたことがあるだろうか？地上の人生での罪深い行為や言葉､あるいは罪の思いを償うことの意味を理解できるだろうか｡それらがどんなに小さいものであっても償われねばならないのだ｡自分で満たした杯は自分で最後まで飲み干さねばならない｡
何百年も前に死んだ霊人たちが今もなお地球に対してなぜ働きかけているのか､どのようにして？
人間が悔い改めるには地上にいる間のほうが死んで霊界へ行った後よりはるかに簡単なことなのだ｡

・神の子供であっても過ちを犯せば誰でも永遠の刑罰に処されるという信仰は苦痛に満ちた恐ろしい結果を描きだすだけだ｡そのことの本当の意味についてまともに考えているひとはいない｡

わたしはこの本を通して教会が｢失われし魂｣と定めてしまった者が本当はどんな体験をしたかを示そうとした。私はいかなる教会への信仰もいかなる宗教も持たないままわずかにおぼろげな神への信仰だけを持って死んでしまった｡私は霊界での放浪のたびを通して確かに神聖で全能である宇宙の支配者が存在することは学んだ｡
私が学んだのはできるならばあらゆる信条の束縛から心を自由にすること｡

母なる教会は人々に慰めと不死の希望を与え､彼らの心から自分自身の存在と自然の存在にかかわってくる第一原因と言うものについて考える負担を取り除くものだった｡信仰は母親のように未熟な段階の魂の求めるものを与える役割を果たしている｡幼児の段階にある人類は理由もわからないまま信仰するのだ｡
・人の理性はより大きな自由を要求するから､教会がそれに応えることができなければ成長する反抗的な子供と今まで子供に対して行使してきた力を保ちたいと願う教会との間に闘争が起こる｡

・その結果それまでは子供の食べ物として十分だった信仰というものが何か気分を悪くするもののように見え始めてくるのだ｡そうして理性の時代は過去の信仰を根こそぎ否定するような時代となったのだ｡
その後新しい時代が来てかつて子どもであった人類も青年となって自ら喜びや悲しみを味わい自らの理性で考え行動するようになってきた｡そのなかで理性という機能の限界や能力を正しく評価することを学んだ｡

こうして青年となった人類は一度は軽蔑してしまった信仰を振り返りそこにも美点や価値があることを」認めるようになった｡信仰だけでは子ども時代を過ぎた人間の魂の欲求には応えきれないと見なすが､同時に進行を抜きにした理性だけでは魂は冷たい塊のままでとどまってしまう｡
しかし､今やその魂が測ることのできない無限の宇宙が存在し､その宇宙に囲まれて人間は存在していることを自覚し始めた｡さらにこの宇宙には多くの神秘が隠されていて､理性だけでは到底説明できないと自覚している｡
人はもう一度信仰の世界へ戻りつつあり､その信仰と理性とを一体化し､お互いが支え合うことができるようにしようとしている｡

信仰と理性は霊界の二つの異なった思想領域の中心的思考原理なのだ｡信仰は宗教ないしは教会精神の活性原理であり理性は哲学のそれだ｡この二つは当初はお互いに敵対するものとして現れたが､しだいに一つの人格の中で心を発展させるために協力し合えることがわかってきたのだ｡二つが平等に働くとき､心は均衡のとれた状態で存在できるのだ｡
知性は魂の目と言える｡
偉大なる発見をした地上の人物たちは皆道徳的な力と知性の力の両方が均等している｡完成した人間や天使と言われる存在はあらゆる特質が最高度に発達した魂の持ち主なのだ｡魂のなかにはその知性と道徳性の芽が眠ったままでそれらが存在する徴候さえ見えない場合もある｡しかし､それでも存在しているのだ｡それらは地上あるいはあの世においていつか必ず成長し完成して花開くようになる｡低級な霊領域に存在している霊人たちは眠っている道徳的能力を目覚めさせるために必要な教育課程を通過しつつあるだけなのだ｡そこで生じる苦悩は彼らの魂の発達に必要なものだ｡
・講義ホールがありホールの上座には壮大な絵が掲げらていてそれは｢完成人間｣と呼ばれている｡

・魂には知的あるいは道徳的にこれ以上征服する高みはないという限界はない｡心の世界は宇宙のように無限で永遠だ｡
・このえに描かれている天使は天界の最も高い頂点に立っていることを表象している｡地球とそれに付随する霊界の領域は彼より遥かに下方に位置している｡彼の凝視する目は人間の心では理解できないような遥か彼方に存在sる領域わが太陽系の彼方に存在する領域に対する驚異､歓喜､畏怖を表現している｡
天使はその頭に霊的な強靭さと征服を象徴する金でできたかぶとをかぶっている｡一方の腕には信仰の象徴である銀の盾を持っている｡着ている衣は目をくらますような純白でそれは魂の純潔さを象徴している｡大きく広げた翼は宇宙の最も高いところにある思考の領域にまで飛翔する知性を象徴している｡天使の背後には全ての色が混じり合って完全な調和を醸しだしている虹がありその虹によって橋渡しされている白い雲がある｡この天使が魂の知性と道徳性の両方において最高の発達を果たしたことを示している｡
元の絵は最高の霊領域に存在し､われわれの太陽系を超えた彼方にある高次の霊領域に移っていかれたわれわれの同胞団の前大師を表象している。この複製画が地球の様々な霊界の領域において最高サークルにある同胞団の建物の中に置いてある｡そしてその複製画は同胞団と代用系天界との間を連結するリンクを示している｡また我々全ての者が憧れる魂の進歩の高みを表している｡
・神の前では全ての魂は平等

･一人でも到達できた世界ならば熱心に努力さえすれば他の誰かにでも到達できるのだ｡

・ある信条は心を束縛し､その洞察力を鈍らし善悪に対する考え方を歪めてしまうので､そのような信条を持つ者が思考の完全な自由を失ったり偏見を持つようになることがありそのために魂の高みに昇るのに必要な心の条件を失ってしまうということはある｡

・わたしはこの放浪の物語をある願いを持って書いた｡私の話が本当かどうかよく検討したいと考える人たちが出てくることを期待している｡
・大切な人を失った方々には罪を犯して死んでいったとしても､自らの手で命を絶って死んでいったとしてもそれでも完全に希望がなくなったわけではないといいたい｡

地上にいらっしゃる方々にはわたしの語った全てについてよく考えてくださるようお願いしたい｡

・わたしの故郷のように明るい国である｢輝く国｣にあるわたしの家から地表の霊界へ行きわたしは不幸な人々のために働いている｡また地上で生きている人たちといわゆる死者と呼ばれる霊たちの間で行われる霊的交わりを促進するための援助をしている｡
・わたしは毎日何時間かはあの方と過ごしている｡いろいろな方法であの方を守ることができる｡

霊界の自分の家でたくさんの友人や放浪時の仲間たちの訪問を受け､楽しいときを過ごすこともある｡

多くの愛と友情に満ちたくさんの思い出に囲まれたこの輝く国で私は感謝の心で過ごしている｡そして､あの方の地上における巡礼の旅が終わりを告げ彼女の生命の灯火が燃え尽きて彼女の星が沈むときここよりももっと明るい家で彼女を迎え､そこで希望と愛の双子の星として永遠に輝きたいと願いそんなときが来るのをまっているのだ｡

訳者あとがき 378 
人生をどのように生きるべきか、
死んだらどうなるのかという点があいまいにされている限り､真実の解決策を与えることにはならないのでは？

ひょっとして人生相談で回答された内容はその人の永遠の人生にとっては有害はものであるかもしれないのだ｡

この人間の創造性は人間の創造主である神から由来したものとなるのであろうが､この人間の創造性ゆえかつて神ご自身でさえ創造しなかったあらゆる恐ろしき物が存在するようになってしまったのである｡地獄そのものがそうであり､そこに存在するあらゆる醜悪なものがそうである｡しかし､これは神ご自身の永遠なる創造物でないがゆえに人間の力でその存在を消滅させることも可能なのだ｡ここに希望があるといえる｡
では､その地獄をさえ消滅させることのできる力とは何か、といえばそれこそ真実の愛｡純愛｡これこそ最強最大の力である｡したがって､人生で望まれる最高のものは何かと言えばそれはどれだけ真実の愛を実践できたかということになるし､それによってどれだけ愛の人になりえたか､ということであろう｡
フランチェッツオがこの本の最後の章で述べているように､人類は盲目的な信仰の時代から理性を中心とする時代を経て今信仰と理性とが調和して発達する時代を迎えているといえる｡

死んだ後の世界については特に近年上映される映画などでは頻繁に取り上げられるテーマとなってきているし､臨死体験といった分野から学問的にそのテーマに取り組む道も発達してきている｡実際世界中で霊界に関する本や体験や証明､様々な教えなどが多くの人々によって明らかにされてきているのが現状である｡それらを眺望するともはや霊界の存在は疑いない事実のように思われるのである｡
この本はそのような時代の趨勢に押されて出版されたと思われるほどである｡おそらくその背後には｣この本の出版を強く願う霊人たちがいて彼らの援助の中でこのような出版の運びとなったのではと私は考えている｡この本にめぐり合えてしかも日本語に訳出することができるようになったことにわたしは霊界の働きを感じるのである｡
２０００年３月　　岩大路　邦夫

『スピリットランド』Ａ・ファーニス著 岩大路邦夫訳 1800円(税別)(株)コスモトゥーワン
■この本は､現在販売されている『誰にも書けなかった死後世界地図I・II』の原書で､新たに『誰にも書けなかった死後世界地図Ⅲ』を出版するので､再刷の予定はない｡｣ (こちらは､タイトルが良かったのでしょう・・・)｡
■この本は､今から１００年ほど前の英国で出版されてベストセラーになった本
■著者は､Ａ・ファーニスという霊的な通信能力を持つ人物ですが､その内容は全て､フランチェッツォという１９世紀末に愛する女性を残して他界した､イタリアの貴族であった男性が伝えたあの世の体験記(霊言)です｡
■彼は､生前に心の純粋な麗しい女性に心を寄せていながら､突然他界することになります｡
死後の彼は､死んだにも関わらず意識がある自分に驚くと共に､霊的な知識が無かったことと､生前の堕落した放蕩生活のために､霊的に苦悩し､さ迷い歩くことになります｡
■しかし､彼は現世に残した女性への純粋な愛と､その女性からの祈りによって､多くの困難に立ち向かう勇気を得ます｡
■そして､彼女が死後に逝くであろう高次の霊界で再び共に暮すために､彼自身は他の苦しむ霊の救済と自己の精神修行の数々をクリアして､徐々に霊的に向上して行きます｡
■フランチェッツォはまた､霊界の悪魔と天使の戦いが､現実の世界の世界的な戦争となって顕現している状況について語っています｡
■私たち人間の一人ひとりの意思が､悪魔に荷担するか､天使を求めるかによって､そうした戦いは大きくも小さくもなり得ることを､この世の私たちに問いかけています｡
本書はそうしたエピソードを綴った､まさに『霊的実話』です｡
スウェーデンボルグなどの霊界日記より､ずっと解り易く､小説感覚で読み進めることができます｡
また､シュタイナーの表現する､死後にエーテル体やアストラル体から離脱する状態も､フランチェッツォの実体験として､たいへん解りやすく描写されています｡
■現在は､入手困難な状態のようですが､半田図書館の閉架文庫です｡機会がありましたら自信を持ってオススメします！！
(ただ､『誰にも書けなかった死後世界地図・I』でも一通りの内容は理解できます｡)
『誰も書けなかった死後世界地図Ⅰ』コスモトゥーワン､A・ファーニス(著)岩大路 邦夫(訳)
山口 美佐子(文構成)
■１章 死の壁の向こうに何が見える？
１｢死｣は終わりじゃないの？ 
２自分が死んだといつわかるか？ 
３霊はいつ肉体から離れていくのか？ 
４天国とか地獄は本当にあるのか？ 
５宗教をもたない普通の人が死ぬとどうなる？ 
６死後の生活はこの世の生活とまったく違うの？ 
７霊になってもおなかがすくの？ 
８霊になっても痛みや寒さを感じるの？ 
９霊になっても睡眠は必要？ 
10霊になっても年はとるのか？ 
11霊になっても地上人に自由に会えるか？ 
12霊になっても地上に戻れるのか？ 
13霊は同じ欲望をもつ地上人に取り憑く？ 
14死んだ人と話す方法はあるのか？ 
15お墓参りする姿を霊は見ている？ 
16地上人が死を悲しみすぎると霊を苦しめる？ 
17“守護霊”って本当に存在するのか？ 
18“生まれ変わり”って本当にあるの？ 
■２章 ｢心の中身｣が｢死後の世界｣を決める？
１死んだあと､しばらくはいろんな世界を通過する 
２生き方しだいで行く場所が違う？ 
３自己中心的な人が行く場所 
４ケチな人が行く場所 
５ケンカ好きな人が行く場所 
６打算的な人が行く場所 
７麻薬中毒者が行く場所 
８｢地獄行き｣にあたる罪とは何か？ 
９“地縛霊”にならないためには？ 
10“行きすぎた快楽”は霊にとっては“痛み”になる 
11利己主義や物欲がすぎると魂の発達を妨げる 
12死後の世界では蕫利己主義の克服﨟が大きなテーマ 
13霊界でも自分の家がもてる？ 
14寛容の心をもつほど上の世界へ行ける 
■３章 ここまで見えた霊界のしくみ
１先に死んだ人に会えるか？ 
２“天使”は本当にいるのか？ 
３霊界にも戦争はあるか？ 
４霊界にも学校はある？ 
５霊界での仕事とは何？ 
６霊に行動の自由はある？ 
７霊界での時の流れは？ 
８霊界はどこに存在するのか？ 
９霊が増え続けても霊界は満杯にならない？ 
10霊界の情報伝達方法は？ 
11霊同士のコミュニケーションはどうなってるのか？ 
12地上人は霊界と交信できる？ 
13霊界における哲学とは？ 
■４章 空想ではなかった“地獄”の存在
１地獄の炎の｢正体｣は？ 
２本当に地獄の門に鬼はいるのか？ 
３地獄から抜け出すことはできるのか？ 
４死ぬこともできない苦しみがある 
５邪悪な考えがつくり出す泥沼 
６生きたまま埋葬される牢獄 
７人を苦しめたように苦しめられる 
８先祖の霊が私たちの人生に影響を与える 
９自殺者の死後はどうなるか？ 
10復讐をするとどうなるか？ 
11地獄にも戦争がある？ 
12地獄の戦争で負けるのは良心の芽生えのせい 
■５章 “天国”へ到る道
１より明るい世界へ行くには？ 
２赦しの大切さ 
３霊になっても地上の記憶は残る？ 
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『誰も書けなかった死後世界地図 Ⅱ』
コスモトゥーワン､A・ファーニス(著)岩大路 邦夫(訳)
山口 美佐子(文構成)2005.6.28 187P
はじめに－｢死後の世界｣を考えることは､｢人生｣を考えることにつながる｡
○死後の世界を信じないで死んだフランチェッツォの旅
・100年ほど前の19世紀にイギリスで発行された霊界通信の本 A Wanderer(放浪者､さまよう人) in The Spirit Land を基に書かれた｡
・19世紀のロンドンに生きたＡ･ファーニスという霊媒が､生前はイタリアの貴族であったフランチェッツォという霊人が語る言葉を書き留め､それを本として出版したもの｡
・｢特定の宗教を信じているわけでもない自分には､死んだら人は無になるとしか思えない｡無にならないなら､何になるというのだろう？｣同じ疑問をもった人間が､百年ほど前にもいた｡彼の名は､フランチェッツォ｡
(※以下他資料参照－１９世紀前半に､イタリア貴族の子として生まれた彼は､芸術的な才能と外見的な魅力に恵まれた人物でした｡早くに母を亡くしましたが､ほかの兄弟と共に父親に愛され､社交界の寵児として女性たちの人気の的でもあったのです｡
 ただし､自分の能力と天分をいいことに､放蕩を重ねて中年になった彼には､本気で本物の愛情を注いでくれるような女性はいませんでした｡そんな彼が｢私の善き天使｣と呼んで心から受け入れることのできた一人の純粋な女性に出会ったころ､彼には死が近づいていました｡
 その女性こそ自分のすべての愛情を捧げるに値する存在だといよいよ気づき始めたころ､運命は皮肉にもフランチェッツォの突然の病死によって､二人を引き離します｡)
・ある日､彼は自分が予期せぬ｢死｣を迎えてパニックに陥る｡
｢死んだんだ！ 死んだんだ！｣
｢まさか､そんなばかな！ だって死んでしまったら何も感じないはずだろう､土くれになるんだろうが？ 朽ち果て､腐り果て､それですべてお仕舞い､何も残らない､死んだらもう何の意識もないはずだろう？ …｣彼は絶叫ともいえる魂の叫びをあげた｡
(※以下他資料参照－フランチェッツォが生きた時代は､教会の組織としての腐敗がはなはだしく､彼は教会とは一切縁を切っていたのです｡ですから､宗教による死後の救済というものを､彼はまったく信じていませんでした｡なぜなら､暗闇の中ではありましたが､自分の意識ははっきりしていましたし､動くことも声をあげることもできたからです｡
 そして､彼の病床に付き添っていてくれた､愛する女性に会いたいと心の中で願うと､彼女の姿を見ることもできました｡しかし､その光景は彼を打ちのめしました｡彼女は､新しい土で盛られた墓の前で涙を流していたのです｡それは､彼自身の墓でした｡)
・このとき､彼を救ってくれたのは､人生最後で出会った恋人｢あの方｣の純粋な愛情だった｡彼女への思いやみがたく､霊となってその姿が目に見えないことは百も承知で､恋人のもとに訪れた彼に､(※そんなこととはつゆしらず)彼女(｢あの方｣)は彼にメッセージを送る｡
・｢たとえあなたが地獄の底にまで落ち込んだとしても､私はあなたを愛し続けます｡あなたのことを探し出し､あなたを愛するものとして当然のことをさせていただきます｡愛する私の当然の権利として､神が慈悲をもってあなたの過去の過ちを赦し､再びあなたが立ち直るまで､あなたを助け､慰め､大切にしてさしあげたいのです｣
この彼女の祈りに勇気づけられた彼は､再び彼女に会える日を目指して､地表の霊界から霊体を癒す｢希望の家｣へ､そして利己的な霊が行く｢たそがれの国｣､｢灰色の石の谷｣､｢不安の国｣､…へと次々に旅する｡
・さらに霊界での使命を果たすため｢最下層の霊界(いわゆる地獄)｣⇒｢悔い改めの国｣､｢あかつきの国｣､｢朝の国｣､｢日の国｣へとたどりつく｡
・彼が死後になって自分という人間の欠点を知り､旅をしながらそれらを一つずつ克服するという苦しい作業を続けられたのは､守護霊のアーリンジマン師の助けもあるが､何よりも地上から変わらずに彼に愛情を送り続けてくれる恋人の存在があったからだった｡
・フランチェッツォは『スピリットランド』の序文でこのように語っている｡
｢私の体験が世に明かされることにより､奈落に向って進むような生き方を止める人々が出てくることを､また､私のように厚く積もった罪を悔い改めずに､それを背負ったまま地上の生を終えてしまうような生き方を､考え直してくれる人々が出てくれることを願うものであります｡(中略)
ここで地上にいる､生きている方々に信じていただきたいことは､あの世にいる疲れた放浪者たちが､もし地上に戻って彼らの兄弟に警告を発することができるならば､喜んでそうするだろうということです｡(中略)｣
そして､いまや私は､いまだ戦いの渦中にある人々に､地上にとどまっている間の貴重な時間を確固たる足取りで､｢終局の平安｣に至る家路となる｢輝かしき道｣を踏みしめて歩むようになってほしいと願うのであります｣
■１章 ｢死｣への不安はどこからくるの？
１死とは自分が｢無｣になること？ 
２この肉体のままでいたいと願うのは愚かなこと？ 
・死後の世界ではその人の精神のありようがそのまま外見に現われる｡だから､精神のありようが変化すれば､それに応じて外見も変わっていく｡
・霊界では大人であっても子供の姿に変わってしまう場合もある｡地上には人生に対する知識が極めて狭く､何も学んでいない､性格も子どものような種類の人々がいる｡
・フランチェッツォの場合には成人として生まれ変わることができた｡完璧な無意識の状態で､新しい魂は介護の霊人たちによって第二の霊界に誕生した｡
・死後しばらくは地表の霊界やそこに近い階層にいた霊人たちも､魂が向上していくと地上的な性質や物質的な性質を捨てて､生まれ変わるのだそうだ｡そのとき､成人としてなおかつ美しい姿に生まれ変わるかどうかは､魂のありようにかかっている｡(※以下青字は『スピリットランド』よりそのまま引用)
３｢死｣という未知の体験をどう受け入れたらいいか？ 
・フランチェッツォの父母の場合､彼らは地上にいるときと同じように､息子を愛し､見守っているようだ｡たとえばフランチェッツォが｢日の国｣に移るときなど､そっと父が現れて､｢さて､今行って､あの新しい国をおまえが気に入るかどうか､見て来るがよい｡私はお前が知っているように第三領域にいる者だ｡もう一段階おまえの上になる｡おまえが近くに来れば､私も訪ねやすくなるのだが｡そうすればおまえの新しい家でしょっちゅう会えるようになるだろう｣
・私の故郷のように明るい国である｢輝く国｣にある私の家から地表の霊界へ行き､私は不幸な人々のために働いています｡私は毎日､何時間かは愛する(地上の)あの方と過ごしています｡いろいろな方法で､私はあの方を守ることができます｡またときには､霊界の自分の家で､沢山の友人や放浪時の仲間たちの訪問を受け､楽しいひとときを過ごすこともあります｡多くの愛と友情に満ち､たくさんの思い出に囲まれたこの輝く国で､私は感謝の心で過ごしています｡｣
・｢魂を向上させたい｣という気持ちさえ持てるならば､あちらの世界で暮らすことも､あまり恐れることはないのでは…という気がしてきます｡
４知らない世界に行くと思うと死は恐い？ 
・フランチェッツォの場合は､彼の目に見えなかっただけで､父親は彼が地上と霊界を放浪している間ずっと見守ってくれていたという｡
・フランチェッツォの一生を見守ってきた守護霊のアーリンジマン師の声も死の直後から聞こえていたようだ｡
・地上人を助ける業に従事していないときには地表の霊界をさまよう不幸な霊たちの中に派遣された｡彼らは､私がかつて体験したような暗闇の中をいまだに徘徊している｡私は｢希望の同胞団｣の一員として､手にはこの同胞団のシンボルである小さな星形の灯火をもって､彼らの中に入って行きました｡(中略)彼らに対して私は私と同じようにあの｢希望の家｣に行けることを教えてあげたり､あるいは彼らよりもっと不幸な人たちを助けたりすることによって少しでも感謝されるようになれば､自分自身も救われるということに目覚めさせようとしました｡それが私の仕事なのです｡
・霊界では普遍的法則により､似た者同士は近づき(類は友を呼ぶ法則)､完全に反対の性質をもつ者同士は反発し合うので､お互いに決して混ざり合うことはないし､各自のとどまる領域が触れることもありません｡ですから我々の(地獄への)探索においても､我々自身どんなにわずかであっても国籍とか気質とか､何か共通なものを感ずる者たちをたずねることになるわけです｡と律義な友が言っている｡
５病気や事故の痛みを思うと死が恐い？ 
・生きている間は痛みがありますが､｢死｣の扉を通り抜ければなくなる｡フランチェッツォの場合は､
｢初めは死んだということがよくわかりませんでした｡数時間苦しみ悶えたあと､夢のない深い眠りに落ちました｡そしてやがて目覚めてみると､たった一人で真っ暗闇の中にいたのです｡起きて動くことはできましたので､死ぬ直前よりはたしかに状態はよくなっているようでした｣と報告している｡
・苦しみは肉体から魂が離れるために必要な過程であって､それが終わればなくなるのでしょう｡人の誕生のときと似ていますね｡
６死んだあとは､この世の記憶はまったく消えてしまうの？ 
・この近くに…悔い改めの国と呼ばれるところがある｡そこへ行けばきっと多く得るところがあるはずだ｡(中略)しかし､その過程では自分の過ちや過去の行為がすべてあからさまに示されるし､またすでに償いを部分的に済ませたとしても､より高度の知性ではその行為がどのようなものだったか､ということを見ることになるので､苦労と悲しみに満ちたものとなろう｡
地上からやってきた者たちが自分の行為の真の動機を理解していることはほとんどない｡多くは何年も､ときには何世紀もの時を経てようやく知るようになる｡彼らは自分にむかって己の悪行の言い訳をし､それを正当化しようとするからである｡その国では自分の生涯が映像として貯えられていて､多くの失敗の原因が不思議な霊的な大気に反映される｡また､それぞれの障害を形づくる性向も示される｡それは自分をあからさまにされるという苦い体験を通過することが､自分を厳しくかつ正しく評価される助けになるからである｡
・蜃気楼のように空中に映し出される自分と知人の映像､しかも｢彼らに向ってしゃべったのに自分ではすっかり忘れていた私の冷酷な考えや言葉｣のシーンを次から次へと見せられる｡さらに､自分のくだらない考えや利己的な行動､自己正当化している様子を沢山みせられて､とうとう耐えきれず､恥と悲しみの涙を流すのです｡
・(守護霊の)アーリンジマン師は決して無理強いはせず､｢強い力や意志をもち､自分が行った悪行を素直に認める｣霊人にのみ勧める､という｡
７この世で身に付けたことは死後世界でも役立つか？ 
・私は才能ある人々､天才と呼ばれる人々は心から賞賛しましたし､率直に評価しました｡しかし､自己満足している平凡な才能にはまったく同情しませんでした｡そういう者たちには援助しようとも一切思いませんでした｡そのときの私は､そういう人たちはちょうど小さい種のようなもので､(今生では)何か世の中の役に立つまでには上達することはないにしても､偉大なる来世では､すばらしい芽を出して完全な花を咲かせるようになることを知りませんでした｡
・フランチェッツォの証言を見るかぎり､(いわゆる天才は)前世でたくさん学んで準備していた魂をもって生まれてきた人たちであるようだ｡死後世界では､この世で学んだことに加えて､そこでも学びたいことを学び､知識を増やすことが可能だという｡
８自殺はなぜいけないの？ 
・後に親友となるベネデットの自殺体験によると

肉体面では｢崩壊する肉体が魂を解放するまでの間は(魂も)自由にはなれない｣という悲惨な目にあっている｡
・ヨーロッパの習慣として土葬されたため､ピストル自殺のショックから目を覚ましたら柩の中にいて､そこで肉体がゆるやかに崩壊する間､痛みは続いた｡
・肉体から解放された後､生前の悩みに悩まされた｡徐々に周囲のことがわかるようになってきた｡感覚が復活するにつれて､地上生活のときの情熱とか欲望などが戻ってきて､それをどのように満足させるかという知識も戻ってきた｡地上の人生でなしたように､官能的な悦楽のなかに悲しみと苦悩を忘れ去ろうとした｡しかし､それは無駄なことだった｡記憶はいつも､過去とともに彼を苦しめるからだ｡ベネデットの魂には自分を裏切った女性に復讐したいという激しい思いがたぎり､結局彼はそれを実行する｡そしてそのことの恐ろしさに打ちのめされ､みずから地獄に堕ちていった｡⇒自分の罪を恐れる彼自身の心が､罰を求めて下へ下へと堕ちていった結果だった｡
９もしも地獄へ行ってしまったらと思うと死が恐い？ 
・ベネデットはフランチェッツォとともに地獄の探索隊に加わっていた霊人､律義な友にアドバイスされ､復讐した相手に謝罪をしたあと､自分を高める努力を続け､とうとうフランチェッツォと同じ階層まで上がってきて､いまは霊界の仕事に携わっている｡
・フランチェッツォによると､もしも地獄に堕ちたとしても､そこから立ち直るのを助けてくれる理解者と援助者がいるという｡⇒救援後の霊たちは｢希望の家｣のようなところへ連れて行かれる｡そこには多くの霊的な団体があり､そのどれかがこれらの惨めな霊たちに対応している｡その団体を指導している霊やその働き手たちは､かつて地獄の王国から救出された霊たちなので､こういった哀れな放浪する霊たちにもっとも対応しやすい｡
10大切な家族や恋人の｢死｣が不安でならないが…… 
・死が人から愛する思いや､やさしい願いを奪い去ることなどできない｡
■２章 ｢死｣とは永遠の別れなのか
１亡くなった人に対する後悔の念をどうしたらいいか？ 
・フランチェッツォにかぎらず､ラウルやベネデットも死後に動けるようになると､すぐに自分と深い関わりのあった地上人たちの元へと行っている｡
・私は､とにかく大量の霊たちが､行こうと思えばもっと高い霊界に行けるにもかかわらず､地表の霊界に執着しているのを見てきた｡その理由は､自分たちの死をあまりにも深くいたむ人々が地上にいるからであり､世の試練と戦い続ける地上に残してきた人たちへの愛情があるからだ｡
したがって霊たちは､地上の人々のまわりをうろつくようになる｡
いつか地上の人々が彼らの存在に気づき､彼らの変わらぬ愛に気づいてくれることを願ってそうするのだ｡
もし､これらの霊界の住人たちも､地上の人々と容易に交信できれば､しばしば私が見てきたような絶望的な悲しみというものはなかっただろう｡
・霊となった人と会話をかわすのは､かなりの霊的能力をもった人でないと無理だが､…､彼らが地表の霊界にいるとき､地上人が話すことや考えたことの一部は通じているようだ｡⇒一方通行
・フランチェッツォは｢自分が父を悲しませたことが､父の死を早めさせた｣とずっと後悔していた｡⇒しかし､本物の父に死後世界で出会ったとき､それは誤解であり､地上と変わらずに愛し守ってもらっていたことを知った｡
２亡くなった人への悲しみはどうしたらいいのか？ 
・彼(アーリンジマン師)が示す墓所に目を向けると､そこに地球をとりまく霊領域があるのが見えた｡その磁気流は､まるで大洋の潮の満ち干のように波打っていて､その上に何百万何千万という無数の霊を抱えていた(中略)
多くの地上人が彼らの愛する貴重な人々を失って､悲嘆にくれるのが見えた｡二度と会えないという思いに縛られて､彼らは激しく悲しみ嘆くのだった｡
生きている者は(嘆き悲しんでいる当の相手が彼らのそばで漂い立っているのを)見ることも聞くこともできないし､哀れな霊人たちは､明るい霊領域に入ることもできない｡
地上に残してきた者たちがあまりに切々と嘆き悲しむので､その愛の絆のために霊人たちが地表の霊界にむすびつけられ､彼らの霊の灯火が陰り消えてゆくからだ｡
こうした救いようのない悲しみのなかで､彼らは地球の大気中を漂うことになる｡
・(フランチェッツォは)美しく明るい霊人でも､悲しむ者たちもいる｡地上に自分の愛する人たちを残して霊界に来てしまい､もう彼らと話すこともできなくなって悲しんでいるわけだ｡しかし彼らが地上との交信によって慰められ､支えられているのを見た｡⇒このような祈り
３亡くなった人をどれくらい意識すればいいのか？ 
・｢あの方｣はフランチェッツォが地表の霊界をさまよっていた間､何度となく霊視能力のある男性や女性の協力を求め､その人たちの力を借りてフランチェッツォの言葉を聞こうと必死になっていた｡ところが､それが過ぎて､とうとう彼女を守る霊人たちから止められてしまった｡
・やがて私(以下､フランチェッツォは省略)が再び疲れ､弱ってきたのを見て､威厳のある霊人はしばらくの間あの人に別れを告げるようにと言った｡私はもっと力をつけないといけないし､彼女にも同じく力を付けさせなければならないという｡また､あの人は今後３か月間は自動筆記をしないほうがよい､もし休まないでいると､あの人自身が大きく損なわれてしまうという｡
・フランチェッツォはそれ以前にも､｢あの方｣の兄弟の霊人たちからフランチェッツォが彼女に直接触れると､｢彼女を生命に繋いでいる糸が切れてしまう｣と忠告されている｡
・その霊人が弱っているか､低い段階にいたりする場合は､あまり近くにいすぎると､地上人はエネルギーを消耗してしまうようだ｡その霊人自身が高い段階にいて､地上にいる人を守ろうとしている場合には話が別のようだが｡
・ふと見ると､彼女の傍らに誰か三人いるのが目に止まった｡彼らは霊人たちだった｡しかし､私とはまったく違った姿だった｡三人とも光り輝く霊で､私は彼らを見つめることもできません｡(中略)一人は上背のある､物静かで威厳のある顔つきをしていて､ちょうど守護天使のようにあの方の上をおおうようにして､彼女を守っているようだった｡あとの二人は(中略)すぐに…彼女の(亡くなった)二人の兄弟であることがわかりました｡
４親子の絆は死んでも続くのか？ 
・死んだ後でも家族と再会できる｡彼らの霊的レベルが近ければ､この地上で暮らしていたときと変わらないようなコミュニケーションができる｡
・輝く日の国で美しい館をもらい､父母や友人たちに祝福してもらったときのことです｡子どものとき以来見たことのなかった母は､私の髪をなでながら､まるで私が小さな子供であるように顔中にキスしてくれた｡…(中略)
父と母だけが残ると彼らは私をニ階の部屋に連れてゆきました｡(中略)その部屋に入ったとき､何よりも私の気をひき､かつてないほど驚かされたのが､そこにある寝椅子だった｡それは雪のように白い薄物でおおわれ､薄紫色と金色で縁取りされている｡椅子の脚は､森の妖精のような二人の天使がまぶしいくらいの白いアラバスターで彫られていた｡(中略)翼は､私(フランチェッツォの父)とお母さんがいつもおまえを保護していることを目に見える形として現したものだ｡それは天使界の象徴なのだよ｡
５亡くなった人にどうしても伝えたいことが…… 
・アーリンジマン師の弟子､ハセインの報告より､｢地上の生活でも､ある人は完璧に霊を見ることができるが､他の者はまわりの霊たちをまったく見ることができない､ということがある｡｣地上には､人間の霊だけでなく､アストラル体やエレメンタルの存在を見ることのできる人がいる｡この存在は､本当は霊とは呼べないものだ｡それは霊とは､その中に魂の胚珠をもっているものについていう言葉だからだ｡(中略)霊視とか透視力といわれる眼力をもたねばならない｡…｣
｢７段階の霊視能力のうち最初の三段階の能力保持者は非常にしばしば見つけることができる｡四段階､五段階となるとずっと少なくなってくる｡六段階や七段階までの人物となるとほとんど出会うことはない｡(中略)各段階の霊視能力はその段階に相当する(霊界の)領域まで見ることができる｡多くの霊視能力をもつ者たちは一つか､いくつかの段階の完全な霊視能力を備えている｡さらに不完全ながら､それよりもっと高次の段階も見えるので､そうした霊視者たちは見たものを混同してしまい､彼らの言うことは信頼できないという結果になってしまう｣
６霊になった人が近くにいるか､どうすればわかる？ 
・霊人がとても弱った状態にいるときには､こちらから呼んであげないと近くには来られない場合もあるようだ｡
・どれほどの時間が経過したかわからないが､私にはとても長い時間のように思われた｡
｢どれほどの時間が経過したかわからないが､私にはとても長い時間のように思われた｡絶望のなかに打ちひしがれ､しゃがみ込んでいたが､ふと､えも言われぬやわらかな響きで私を呼ぶ声が聞こえてきた｡(あの方の声だ｡)その声をたどれば､声の主にたどりつけそうだ｡だからさあ起きて行かなければ､私は心の中でそう強く感じた｡その部屋はあの方の部屋だった｣このようにフランチェッツォは地表の霊界(※幽界)をさまよっていたときの様子を語った｡
７愛する人が先立ち取り残されて生きる希望がもてない､やりきれない 
・どう生きるにしても､死後世界での人生まで考えると､一つだけ確かなことがある｡それは､自分の中から愛を引き出す機会をできるだけ多くつくること｡
・フランチェッツォが｢悔い改めの国｣で試練を受けたとき(先へ進むための門がどうしても開かず､泣いていた女性をフランチェッツォが助けたときに響いてきた声)に聞かされたアーリンジマン師の言葉｢あの門は親切な思いと行為の門である｡あの門の向こう側にいる者たちは､ちょうど汝が仲間を助けようとして懸命に心を注いだときにあの扉が開いたように､他に対する親切な思いが､あの扉を押し開けるほど十分高まるまで待たねばならないのである｣
８お墓や仏壇に祈ることってムダなの？ 
・霊界では時の流れは日や週で､あるいは時間などで計られるのではなく､ある出来事が完結するのに要する長さで計られている｡(中略)そこで我々は地上の時間で計った時間とできるだけ近い時間で見ようとするのだが､我々のなかのもっとも賢い者でさえ､これを常に正しく行うことはできないのである｡とアーリンジマン師も言っている｡
供養することがあちらの世界とのコミュニケ―ションに役立つことは間違いない｡
･フランチェッツォが地表の霊界(※幽界)をさまよっていたとき､彼に｢悔悟の同胞団｣に入るようにと勧めてくれた､威厳ある霊人はこう言っている｡｢あなたは祈りの力についてはまったく何も知りませんね｡いまからそれを学ばなければなりません｡あなたが祈りを意識的にするにせよ､そうでないにせよ､すべては熱心な祈りの結果､現れるものなのだ｡あなたの欲することは善であれ悪であれ､祈りと同じ意味をもち､その欲する内容に応じた善ないしは悪の力を呼び寄せることになる｣
９供養してもらえるかどうかで死後世界の行き先は変わる？ 
・彼が死後世界で､自分の居場所を高めていけたのは彼自身の努力であり､お墓の見た目や､親族による供養の問題ではなかった｡そして彼は､死後世界に向う人たちに次のようにメッセージを送っている｡
｢ここで言っておきたいのだが､霊界ではすべてが自由だ｡空気のようにどこへでも､自分の欲するところに､しかも好みに応じて行くことができる｡(中略)霊界では働こうが怠けようが､善をなそうが悪をなそうが､祝福を得ようと人を呪おうと自由なのだ｡そして､その姿がそのまま彼の環境に反映されているのだ｡｣
明るく清らかな心をもつ人は､死後もそういう美しい世界に行くし､恨みや憎しみといった暗い想念を忘れられない人は､やはり暗い世界へ入っていく｡
・魂の居場所を決めているのはほかでもない､その人自身の地上での生き方なのだ｡
10この世を旅立つ前にやっておいたほうがいいことは？ 
・フランチェッツォが地上人生でどういう思いを抱くと死後世界に行って苦労するのか､フランチェッツォが反面教師となってくれている場面がある｡
・｢幽霊の谷｣と呼ばれる峡谷を進んでいくと､灰色の霧の幽霊がますます厚くなり､はっきりしてきて､まるで生きているような感じがしてきた｡実は､これは私の地上人生での想念が､すなわち疑念､猜疑心､不親切な思いや淫らな思いなど､私が自分で育てた下劣な想念が作り出したものなのだ｡(中略)私の人生がこのような想念で一杯詰まったものだったので､私の行く道が､そうした亡霊たちによりすっかりふさがれてしまったのだ｡かくも恐ろしげで歪められた嫌悪すべき面貌の妖怪ども！しかもこれらは私自身の思いが作り出したもので､まさしく私の心の状態が映し出されたものなのだった｡私は善というものに信頼を置かなかったし､仲間に対しても同様だった｡それは私があまりにも非情な仕方で裏切られたことがあるからだが､(中略)この世には悲嘆と失望以外､見いだすことはできないと思っていた｡(※人間不信に陥っていた)いまや私は､そのような私の想念が作りだしたものが成長し､積み重ねられてできた亡霊たちと戦うことになったのだ｡
・｢愛と憎しみ｣が魂に及ぼす影響こそ甚大で長続きするものであり､地上の生涯が終わった後も､ずっと長いことつきまとうのだ｡私が見てきた多くの霊人たちもお互いに結び合っていた｡そしてそれは愛で結び合っているのではなく､むしろ憎しみで結び合っていた｡(フランチェッツォもベネデットも地上で憎しみのリンクにつながれてしまった相手とのことでは非常に苦労していた｡)
■３章 愛は｢死｣を超えられるか
１死別しても愛する人と別れたくないと思うのは不自然なことか？ 
・死別の場面では多くの場合､｢死者は見えない､声も聞こえない｣という深淵にはばまれて､コミュニケーションがとれなくなる｡そのため､地上に残ったほうの悲しみや嘆きがあまりに強いと､その悲しみを見ている死者も行くべき世界に行けず､地表の霊界をさまようようになってしまう｡彼女(あの方)は驚くことにまず自動筆記を試み(彼女の守護霊が助けてくれた)｢あなたがお亡くなりになってからというもの､考えてきたことはただ一つ｡あなたを探し出して､もう一度あなたとお話をすることでしたわ｣と彼に伝える｡
さらに､信頼のおけるスピリチュアリスト(霊媒)を見つけ､｢フランチェッツォが彼女を愛する限りは決して彼を忘れない｣と伝えてもらうことに成功した｡(※こっくりさんのような自動筆記には要注意！)
・死によって離れてもフランチェッツォの実在を信じ続け､メッセージを送り続けたその心の強さは見習うべき｡そのことが､結果として恋人の魂を救い､将来は二人で暮らせる礎を築いた｡
２死を超えてまで愛する人と心通じ合うことなんてできるのか？ 
･フランチェッツォは犠牲的愛を注いでくれるはずの母親と子供のころに死別し､真の愛情を学ぶ機会が少なかった｡
…本来あるべき愛という次元から見れば貧相で自己中心的なものだったが､とにかく彼女に捧げうるすべてを捧げた｡人生において私は､初めて自分以外の人間のことを真剣に考えるようになった｡
３愛する人と死後世界でも共にいることはできるか？ 
・フランチェッツォがなぜ､死後世界で人を助けるための仕事をがんばっているかというと､それは｢自分を高める｣ため｡
・こうした地表の霊界での仕事は数ヵ月続いた｡その後私は再び古くて新しい欲求､すなわちより高く進歩したい､いま到達した地点よりもっと高い地点に到達したい､もしあの方が地上を離れるときには行くことになる､そんな霊界の領域にまで到達したいという欲求を感じるようになった｡そして､(中略)自分があの方の霊的レベルに到達する前に､彼女が地上を去ってしまうのではないかという恐れにつねにつきまとわれていたのだ｡
・状態が異なっている霊同士の間には､乗り越えることのできない障壁が築かれている｡そして､上位の者はいつでも望めば訪問したり､援助するために下の世界に下降することができる｡しかし､下位の霊たちには､二つの世界に横たわる大いなる深淵を超えることはできない｡という死後世界の法則があるためだ｡
・こうしたサークルは別のサークルに､領域は別の領域に溶け込んでいるが､ただそれらの間には磁気のバリアーが存在する｡これは､下の領域から上の領域に侵入しようとする者たちを､彼らの状態が高い領域と調和するようになるまで押し返すためにある｡
４亡くなった人に愛を伝えることはできるか？ 
・ただ一つだけ､死とは､我々が地上に残してきた者たちへの愛情を終了させるものではなく､また彼らとともに歓びや悲しみを分かち合うことを不可能にするものでもないことははっきりしている｡
・霊界は孤独な霊たちで満ち満ちている｡みな地上に戻って､自分たちがまだ生きていることを知らせたがっている｡地上に残してきた人々のことを思い､なんとか知らせられないものかともがいているわけだ｡もし､肉体という障壁がなければ､地上にいたときよりずっと上手に助けたり忠告したりできる｡そうフランチェッツォは報告している｡
・愛を伝えるなら､できればプラスのメッセージにする｡悲しさよりも､変わらず愛しているという気持ちを贈って(送って)あげる｡
５亡くなった相手と夢で会えることもある？ 
・彼女はなかば眠り､なかば起きているような状態で､わずかな間だが地上の肉体から自由になり､彼女の守護霊の腕に抱かれてやってきたようだった｡私は彼女を胸に抱きとめ触れてみると､彼女は目覚めて､ほほえみながら私を見つめた｡⇒フランチェッツォはこのとき白い花嫁衣装のような霊界の服に身を包んだ彼女を自分の婚約者として､父母や友人に紹介している｡
・｢なんか不思議な夢をみた｣｢亡くなった人が楽しそうに過ごしている夢を見た｣こんなふうに思うときは､もしかしたらあなたも寝ている間に自分の身体を抜け出して懐かしい人たちに会っている可能性がある｡ただし､それを自分の力でコントロールするのはちょっとむりなようだ｡
６子供や家族を愛せないまま死ぬとどうなるか？ 
７愛情体験の薄いまま死ぬとどうなるか？ 
・フランチェッツォが死後に父の愛を発見したのも､彼自身の認識が変わったから｡地上人生での放蕩を恥じて自分を赦してくれないだろうと彼が思い込んでいる間はその愛情に気付けなかった｡
８孤独な人は死後世界でも孤独なままか？ 
・フランチェッツォは死後になってはじめて､恋人の愛の強さと､父母が彼を変わらず愛してくれていたこと､守護霊のアーリンジマン師が地上にいたころからずっと彼を見守ってくれていたこと､などに気づいた｡もっと早くそれに気づいていれば､彼の地上での人生は変わっていたかもしれない｡
・そんなフランチェッツォと同様に､霊界の住人たちが必死に愛情を注いでいるのに､それに気づかない地上人の姿を見たと彼は報告している｡
９愛を裏切られ､怨みを抱えたまま死ぬとどうなる？ 
・ラウルやベネデットの体験⇒ラウルは死後に不倫相手の心中(彼女は自分のことしか考えておらず､ラウルはともかく夫にまでも会わなければよかった｡自分の人生からさっさとこの二人を消し去り､もっと社会的地位の高い誰かと人生をやり直そうと願っていた)を知り､死後に味わった失恋の為に彼は霊界を逃げ出すように去り､｢もうどんな善も真理も信じない｣と思ったために､｢不幸な国｣まで落ち込んでしまったのだ｡
・ベネデットは愛人の再度の裏切りにあい､憤りのあまり自殺という過去生体験を持つ｡
・彼を待っていたのは､振り払っても振り払っても､つきまとう苦しみと彼女への復讐心だった｡彼女を許せなかったベネデットは地表の霊界におもむいて､まずその富を､次には名誉を失わせるように働きかけ､最後には自分の姿を彼女の眼の前に現すことでショック死させた｡けれども､結果､彼はラウルよりもっと下層の地獄の都まで落ちて行った｡結局彼は(死後の)彼女に会って赦してもらうことで､ようやく地獄から解放された｡
10愛を信じられないまま死ぬとどうなる？ 
・フランチェッツォが語っている内容からすると､死後世界の人生で意味があるのは､プラスの感情､すなわち友情や信頼､そして､愛なのだと思う｡
・｢たそがれの国｣にいたころの彼はこう言っている｡｢(地上にいる)彼女に会いに来るときの私は､いつも過去の過ちに対する良心の呵責と､ひどい後悔の念に満ちた心でいた｡
自分が感じた恥ずかしさと屈辱は､高級な世界に昇るにはあまりに絶望的なものに思えたのだが､あの方のやさしい顔と､私がどうあろうと変わらない､私に対する信頼と愛を見るたびに､私の心の痛みはやわらげられ､新たな戦いに臨む希望と勇気を与えられた｣(フランチェッツォの｢過去の過ち｣とは何か？⇒…私はある決定的な過ちを犯してしまい､ある方の人生を私の人生もろともすっかり台無しにしてしまった､と語っているところを見ると､女性がらみのスキャンダルだったようだ｡真実でない｢愛｣についてその苦さと痛みを味わい尽くしたフランチェッツォだからこそ､本物の｢愛｣の大切さと､それが与えてくれる希望と勇気について語る資格があると思う)
■４章 死後世界から見える人生の意味とは
１守護霊が語る､この世で生きることの意味 
・守護霊､アーリンジマン師は｢地上に生まれたそれぞれの魂には､生まれながらにしてその行くべき道が明示されている｡地上の生の糸を自殺行為によって断ち切り､かくして自然の摂理を損ない､みずから大いなる悲しみと苦痛のなかに身を投げ込むことがないかぎり､その道は全うされねばならない｡…人が行くべき道を最大の努力と善をもって精進し､その魂が純粋で､その思いが無欲であれば､あの(地球的な運命の)星は清浄な光線で輝き､魂の道筋を照らし出すのである｣
たとえ死後の世界で生きられるとしても､この地上の人生をこの身体で生きられる時間は｢いまだけ｣だ｡
ならば､その貴重な時間をもっと有効に使うために､死後世界の先輩たちの声にも耳を傾けてみる必要があるのではないか｡
２誰にでも守護霊はいるものなのか？ 
・通称｢律義な友｣はこう語っている｡｢それぞれの魂は守護霊を持つ｡この守護霊は天界からこれらの地上の霊を､彼らの知性に最も合った方法で導き教育する｡※乳母ではなく教師｣(守るのではなく)｡守るだけではない｡
・フランチェッツォは守護霊であるアーリンジマン師について｢その人から私は強い影響を受け､多くの不思議な事柄を学んだ｡彼は他の霊たちよりずっと高い世界にいますので､一人の人物としてお目にかかることはほとんどなかった｡(中略)ただし､たそがれの国にいる時点でははっきり見えないとはいえ､彼の存在とその援助はしばしば感じることができた｡後になって､この方は私が地上にいたときの中心的な守護霊であったことを知った｡地上にいたとき､私が抱いた多くの考えや示唆､高貴な志などは彼からの影響だったのだ｡｣
1 守護霊は一人だけではない｡
2 死後世界のなかでも高い階層の人がなっている｡
3 考えや示唆､高貴な志をしめしてはくれるが強制はしない｡
4 地上に生きているあいだには守護霊の存在がわからなかった｡
３死後世界があるなら､わざわざ肉体をもって生まれてくるのはなぜ？ 
・この現在の身体に｢自分｣という意識が入っているのはなぜ？律儀な友は､
｢多くの霊たちにとって､生まれ変わりは進歩の法則だと思う｡種が地上の暗闇の中にまかれるように､魂は物質という下等な存在の中にまかれ､それから芽を吹いて､より高いものの中に上がっていくのだ｡
ある(天界の思想の)学派では物質的生命体に何度も新しく生まれ変われば､以前やり残したことをやり遂げたり､前世で誤った行為の贖罪のわざをすることができるので､魂はより早く成長するといわれている｡(中略)
他の学派では､自分たち(守護霊たち)に任された霊的児童たちに経験を積ませるため､地上ではなく下層の霊界へ送るというまったく異なる方法がとられるのだ｡彼らは記憶の中にある過去の地上の人生を生きることで､霊のまま地上人生での過ちを償うわけだ｡それぞれの魂はみな､性格や個性が違うからそれぞれ違った方法でもって､訓練を受けねばならないのだ｡
(中略)したがって自分が知る霊の社会経験をもとに､すべての霊に適用できる一般法則を確立しようとすることは避けるようにと教えられてきた｡｣
・なかには地上に生まれ変わるのではなくて､同じ精神をもった霊のまま､霊界の中で修行する人もいるらしい｡
・あなたが今回この肉体に宿ったのは､ほかでもないあなた自身が､生まれる前に自分の守護霊と相談して決めた可能性大だ｡…それ(今の肉体)に宿って生きること自体に｢生まれてきた目的｣が存在しているはず…だから､今回の人生で出会う｢一期一会｣をじっくり楽しんでみてほしい｡
４運命は決まっていて変えられないもの？ 
・フランチェッツォの｢あなたはすべての魂の運命は決まっていて､我々は運命の流れのなかに漂う麦わらでしかないとおっしゃりたいのですか？｣という問いに対して､アーリンジマン師は｢いや､まったくそうなのではない｡大いなる地球の出来事は決まっている｡それらは不可避的に地球の存在のある時期に生じるようになっている｡それは賢明な天界の守護天使が人間の魂を育成し､発達させるために適していると見なしていることだ｡
しかし､どのようにこれらの出来事が人間の魂の生涯に影響を与えるのか､善あるいは悪の､あるいは幸福と悲しみの分岐点となるのかどうかなどは､魂それ自身によるのである｡そして､それこそ､我々の自由意志のもつ特権といえるのである｡
この自由意志がなければ､我々は単なる操り人形と成り果てるのであり､我々自身の行為に対しても無責任となり､その行為に対して賞されることも､罰せられることも､意味をなさなくなるのである｣
５この世の地位や財産は､死後世界ではまったく意味をもたない？ 
フランチェッツォは地上での｢死｣を迎えてから８､９ヵ月過ぎたころに｢たそがれの国｣という場所に移り､さらにそこからいくつかの国に旅をする｡
・魂の霊的な富(他者への思いやりが形になったもの⇒本当の豊かな人生)｣は最高に金持ちの王でも､もっとも貧乏な乞食でも､同じように獲得できる｡が､それを獲得できなかった人は､地上でどんなに偉大な人物であったとしても､霊界では貧困な者たちが住むこの場所へ来て住まねばならないのだ｡
６地上人生で物に執着しすぎると死後世界では困る？ 
・フランチェッツォは霊界での仕事をみずから求めて努力した結果､刑務所中の独房のような部屋からとても美しい｢日の国｣の館を与えられた｡
・死後､友人のベネデットに部屋を提供した｡
７死後世界にも人生の勝ち組と負け組はあるの？ 
・地上では地味に暮らして死後世界で豊かになった人とどちらが｢勝ち組･負け組｣なのか…どちらの人生に重きを置くかは人それぞれ自由だ｡
・自分の力で恵まれた生活を築き､しかも他者への共感や愛をその人なりの形で表していくことができれば､地上でも死後でも､見た目でも内面でも､豊かな生活が送れるのかもしれない｡
８宗教を信じることは死後世界ではどんな意味が？ 
・フランチェッツォも教会の腐敗を目の当たりにして宗教に不信感を抱いた人で､死後世界に行ってからも次のような報告をしている｡｢私はいかなる教会への信仰も､いかなる宗教ももたないまま､わずかにおぼろげな神への信仰だけをもって死んでしまった｡(中略)
私は霊界での放浪の旅を通して､たしかに神聖で全能である宇宙の支配者が存在することは学んだが､その方が一人の人間として特定の形をもっていて､我々人間がその特質などを議論したり決めたりできるような存在であるとは習いませんでした｡また､どんな宗教の信仰形態も私を引きつけることはなかった｡私が学んだのは､もし､できるならばあらゆる信条の束縛から心を自由にすることだ｡
どんな信仰も､それだけで魂の成長を助けたり､遅らせらりするということは見たことがない｡ただし､ある信条は心を束縛し､その洞察力を鈍らし､善悪に対する考え方を歪めてしまうので､そのような信条をもつ者が思考の完全な自由を失ったり､偏見をもつようになることがあり､そのため魂の高みに昇るに必要な心の条件を失ってしまうということはある｡｣
９肉体の快感は死後の世界にも残るのか？ 
・フランチェッツォはしの直後に地表の霊界をさまよっていて､ゾンビ男女の誘惑について行きそうになった｡
結局彼を引きとめたのは｢だめ！気をつけて！その者たちといっしょにいってはなりません｡彼らの道は､ただ破滅のみに通じているのです！｣(※どうしてこんなことができた？)という愛する彼女の警告の声だった｡
・地上人の肉体を借りて肉欲を満たすことは､霊人を弱らせ､退化させてしまう結果になる｡死後世界の住人も地上世界の住人も危険｡酒や食も…
・フランチェッツォは後にこうした悪霊人から私たち地上人を守る仕事に就いていた｡そのとき彼がとった方法としては､強い意志力でもって､地上人が誘惑に耳を貸さないように手を貸すか､あるいは誘惑に負ければどれほど恐ろしい結果が待っているかを地上人に感じさせることだった｡心に響く“良心の警告”を聞いたら､深酒や肉欲から逃げる勇気をもとう｡
10人を傷つけてしまったまま死ぬとどうなるか？ 
・フランチェッツォの場合は女性に対する態度と買春が問題だった｡｢(｢希望の家｣における)講義の内容は､我々がどこで過ったのかを理解できるように物語形式で語られた｡それは公平な見物人の視点から出来上がっていて､我々一つひとつの行為がまわりの人たちに及ぼす影響について､自分の利己的な目的のためにどこで過ち､どこで他の人々を堕落させたかがわかるように工夫されている｡(中略)
こういった講義を通して我々は､自分自身の生の姿に直面させられて､恥ずかしさと悲しみを覚えながら､そのなかで過去を反省し､将来必ずやそれらを償う努力をすると決心して自分たちの部屋へ戻るのだった｡｣
・霊人となってから､復讐のためにまだ地上にいるかつての愛人を霊的な力を利用して殺したベネデットの場合､自己嫌悪のあまりに､自ら地獄へと堕ちていった｡しかし､その地獄の都で復讐した相手に再会し､謝罪することで後には上の世界に戻っている｡
・本当に相手の身になって｢傷つけたことの意味｣を考えることができるようになれば､自分がどうなろうと償いたいと願うようになるのではないか｡
11人に傷つけられた怨みは死ぬとどうなるか？ 
・｢傷ついたこと｣にこだわり過ぎると今度は自分がそこから自由になることができず､憎い相手といつまでもつながってしまうことになるので気をつけたほうがよさそうだ｡
フランチェッツォにも｢私の人生を台無しにし､私を破滅させた｣､そういう相手がいた｡
・とうとうある日､(地上にいる)この人物の横に立っていると､新しい感情が湧いてくるのを感じた｡それは､この人物に対する哀れみの気持ちだった｡それは､彼も自分の魂のなかでは追いつめられていることを知ったからだ｡(中略)こうして二人の間に生まれた赦しの思いが､我々を長いこと結びつけていたリンクを切断した｡私は彼の地上における人生の間､我々がお互いに交わることはもう決してないことを知っている｡しかし､ひとたび死が地上生命の糸を切断するとき､我々の霊魂は､お互いに相手から赦しを得るために出会うようになる｡そのときまでは､我々のリンクが完全に切断されることはないが､いったんリンクが切断されればその後は､それぞれの決められた霊界に向っていく｡フランチェッツォと相手の憎しみの絆はお互いが死んで改めて出会い､きちんと赦し合うまで､完全に切れることはないというのだ！
・そんな相手と結びついているのなんてごめんだ､と思うなら､思い切って相手を赦し､あなた自身を憎しみのリンクから解放してみませんか？
12人生に運・不運があるのはなぜ？ 
・死の直後フランチェッツォは｢(中略)今の私ときたら､最低､極悪の地下牢の囚人です｣と大いに嘆いていた｡
・しかし後に､フランチェッツォはこの｢不運な状況｣を､今度は血筋や外見に頼らない自分自身の努力によって乗り切る｡｢不幸で恵みの少ないもの(霊人)たちに､希望の詰まった自分の倉庫からその希望を分け与えてあげられる私は､本当に運がいいのだ｡地上にいるあの方からいつも差し向けられる愛と同情によって私はいつも励まされ､必ず約束は果たされるという希望を胸にして､新たな努力をすることができるのだから｣と､恋人の愛に支えられる自分を｢運がいい｣と感謝するようにさえなる｡
・｢不運｣なことは､それに負けさえしなければ､本物の幸福を近づけてくれるということだ｡
13この世の｢悪｣と死後世界の｢悪｣に違いはあるか？ 
・フランチェッツォによると｢魂のなかには､知性と道徳性の芽が眠ったままで､それらが存在する兆候さえ見えない者もいる｡しかし､それでも存在している｡それらは地上あるいはあの世において､いつか必ず成長し､完成して花開くようになるのだ｡悪はある魂の道徳的特質が発達せず､ほかの特質が過剰に発達してしまったことによるものだ｡低級な霊領域に存在している霊人たちは､眠っている道徳的能力を目覚めさるために必要な教育課程を通過しつつあるだけなのだ｡そこで生じる苦悩は､彼らの魂の発達に必要なものだ｡
・生まれ変われるのは､善良な霊人ばかりではない｡地獄のような下層の霊界にいる霊人であっても､その眠っている道徳性をいつか目覚めさせるために､地上の人生にやってくることがある､ということのようだ｡
・もっとも暴虐に満ちた意志は何か別のもの､たとえばその悪を拘束する法とか､制御する力を切望するようになる｡その感覚こそ善への初めての一歩なのだ｡こうした変化が認められた霊たちに対して､希望の同胞団は彼らのいる霊界に細い救いのクモの糸をたらし､いまからでも遅すぎることはないという希望と改善のアイディアを与えるのだ｡(中略)物質的生命が存在するみなさんの地球上と他の惑星上でのみ､善と悪はほとんど拮抗し合っている｡ほとんどと言ったのは､地上でさえ､人が劣情などのとりことなって霊界からの援助に耳を貸さなくならないかぎり､善のほうがより強い力をもっているからだ｡
14この世界の戦争や犯罪には死後世界の影響があるのか？ 
あるときフランチェッツォが守護霊のアーリンジマン師が属する死後世界の高い階層から地球を見下ろすと､恐ろしい光景が現れた｡｢低級の霊領域から真っ黒な恐ろしい生き物が怒涛のように地球に襲いかかるのが見えた｡彼らが群がるところでは､地球に注いでいる霊的太陽の輝きは締め出されてしまう｡このようなところでは､殺人や強盗､残虐と肉欲､その他のあらゆる圧政が発生し､その後には死と悲しみだけが残る｡｣
フランチェッツォによると｢人が良心の手綱を捨て去り､貪欲と利己主義､傲慢と野望に身を委ねるところでは､このような黒い生き物が集まり､それらの者たちの黒い体で真理の光は締め出されてしまう｡｣
アーリンジマン師によると｢罪深く利己的な者たちであっても､彼らを地獄に引きずり込もうとしている黒い生き物が､彼らのまわりにいることは知らされるべきではないだろうか｡｣
15死後も魂が続くなら､私たちの人生は結局どこへ向かっているのか？
・エリザベス・キューブラ―・ロスや古代の日本人のように｢死｣に向った魂を｢蝶｣にたとえる人たちもいる｡
・この地上人生があるから死後世界に行って生きる自分があり､死後世界に生きる自分があるとき､また新しい学びを求めて､この地上にやってくる｡そのサイクルが生と死なのだと考えてもよさそうだ｡
・そのサイクルはいつまで､何のために､くり返されるのか｡少なくともフランチェッツォが経験した死後世界ではある種の｢完成された人間｣､つまり理想像があり､そこに向けて魂の向上を続けていっているようだ｡
・現在､私が留まっている霊界の領域には､希望の同胞団に属する壮大で美しい宮殿がある｡(その宮殿の)ホールの上座には壮大な絵が掲げられていて､それは｢完成人間｣と呼ばれている｡…魂には､知的あるいは道徳的に､これ以上征服する高みはないという限界はないのだ｡心の世界は宇宙のように無限で永遠だ｡この絵に描かれている天使(完成人間)は､天界のもっとも高い領域に立っていることを表象している｡地球とそれに付随する霊界の領域は､彼よりはるか下方に位置している｡彼の凝視する目は､人間の心では理解できないようなはるか彼方に存在する領域､わが太陽系の彼方に存在する領域に対する驚異､歓喜､畏怖を表現している｡そこは､この天使にとっての新しい約束の地となっているものだ｡
・この｢完成人間｣のモデルになったのは､希望の同胞団の前大師だそうだ｡
・その前大師は､すでに｢最高の霊領域に存在し､我々の太陽系を超えた彼方にある高次の霊領域に移って｣行ったとのこと｡ということは､究極に進化した魂は､もう地球に生まれることはないようだ｡もっと彼方の､違う宇宙空間を舞台に､魂の人生を続けていくようだ｡
プロローグ

■私のもとに集まるすべての情報が｢一つの大きなシナリオ｣を描いていた

霊１３９－０１ 『誰も書けなかった 死後世界地図』

０９．０２．１８．

(１) 冗談で面白い

Ａ．ファーニス著､岩大路邦夫訳､山口美佐子文構成『誰も書けなかった 死後世界地図』コスモトゥーワン､２００４年｡
これは本当にナンセンスで､傑作だ｡ 一読するのも良いと思う｡ これは､フィクションです｡ 霊に関心を持っている人の琴線に触れるくらい面白い｡ 
全部､冗談です｡ 冗談でも､これだけ研究しているのはすごい｡
Ａ．ファーニスの著作とありますが､そうではありません｡ ファーニスが書いた本の内容を､訳者などが新しい文章に作り上げているようです｡ 
・日本の実情に合わせて表現する｡
・最新の死後世界の情報を盛り込む｡
・一種の｢解説本｣です｡
Ａ．ファーニスは１９世紀のロンドンに生きた霊媒で､フランチェッツオの霊が語った内容を本にまとめて１９世紀末に出版したのです｡ 本のタイトルは 
Ａ．Ｆａｒｎｅｓｅ， Ａ Ｗｏｎｄｅｒ ｉｎ Ｔｈｅ Ｓｐｉｒｉｔ Ｌａｎｄｓ 
です｡ 訳書は次のものです｡
Ａ．ファーニス著､岩大路邦夫訳『スピリットランド』｡ 出版社､出版年､ともに不明｡ 発売時の価格が１８９０円で､現在の中古本の価格は３３７６円からです｡ コレクター商品になると､５５００円です｡ 
原著を読んでいないから､本書がどれだけ原著に忠実かどうかは全くの不明だ｡
(２) ｢なるほど｣と､唸らせる

書いてあることは､本当に簡単なことだけだ｡ 私は１５分くらいで全部を読み終えてしまった｡ いくつかの項目が､私の経験と合致する｡
第１章 死の壁の向こうに何が見える？

－－ ”死後の世界”に関するソボクな疑問 
・自分が死んだといつわかるか？

・霊になっても睡眠は必要？     
などの１８項目のうち､７項目までは私の体験と合致する｡
第２章 ｢心の中身｣が｢死後の世界｣をきめる？
－－ あなたは死んだらどこへ行く？

この章は､私の考え方と全く違う｡ 仏教の六道のような､輪廻思想をベースに語っている｡
第３章 ここまで見えた霊界のしくみ

－－ 学校もあるし仕事もある？

・霊界にも戦争はあるか？

・霊が増え続けても霊界は満杯にならない？

など､１３項目ある｡ ６項目が私の体験に合致する｡
第４章 空想ではなかった”地獄”の存在

－－ フランチェッツオが目撃した地獄レポート

地獄なんて､宗教が考え出した概念だから､霊とは関係ないと思う｡ でも､原著者は１９世紀の人だからしょうがないか｡
第５章 ”天国”へ至る道

－－どんな人生にも希望はある

そんな内容になっている｡ 酒を飲んだ時のおしゃべりのネタにするには良い｡  『誰も書けなかった 死後世界地図 Ⅱ』 という続編もあるらしいから､関心のある方はお読みください｡
■□■□■□
(地表の霊界)
 ① 死後､しばらくは地表の霊界をさまよいます｡(その前には､およそ死後４９日ぐらいで肉体と魂の分離はなされているのです)｡しばらくそこにいる間に､内心､魂の永続が感じられるようになった頃､高次の霊に導かれ､向上の道を歩むことになり上段階の｢希望の家｣にいくことになる｡ 
(希望の家)
 ② ｢希望の家｣と呼ばれる病院でもあり霊界学習をするところに来ます｡この世界(家)の様相は､陰鬱で暗いものです｡ここに彼が滞在したのは数ヶ月とのことです｡ここでは､さらに上の霊界に行くための修行をするのも､地表の霊界に戻るのも､また地獄に行くのも自由であるとされています｡
(たそがれの国)
 ③ 彼は修行の道を選び､上段階のここ｢たそがれの国｣に至ります｡この世界の様相は､不毛の土壌で花も緑もないという味気ないものです｡この｢たそがれの国｣では､規則的なスケジュ－ルにもとづき勉強をさせられるようです｡生前利己主義であったものや魂の発展が成されなかったものたちが来るところとのこと｡しばらくここで修行をすれば､意思の力で少しぐらいは空を飛ぶこともできる｡この時点で､彼は死後八､九ヶ月ぐらい経っているそうです｡  ここでは､修行として､ここより下位の霊界である天国ではなく地獄でもないグレ－ゾ－ンの､カトリックでいう煉獄の世界(｢灰色の石の谷｣､｢不安の国｣､｢守銭奴の国｣､｢不幸の国｣､｢凍結の国｣及び｢昏睡の国｣)へ赴き人助けをするとのことです｡ここからさらに上段階の｢あかつきの国｣に行く際には､深い無意識の眠りの後にアストラル体を脱ぎ捨てるという過程があるそうです｡
(あかつきの国)
 ④ 彼は､｢たそがれの国｣を卒業し､深い眠りの過程を経てここ｢あかつきの国｣に至ります｡ここからは霊界の第二領域に区分される世界です(｢希望の家｣及び｢たそがれの国｣は､霊界の第一領域になる｡)｡この世界の様相は､シダや牧草が地面を覆っており､日の光を見ることができます｡食事もしますがおいしい食事の様です｡ここで､彼の姿は若々しい美しいものに変貌します(彼の容貌は､死後には､現世に生きていたときより醜いものになっていた｡)｡これは修行により利己主義が克服されたことによるとのこと｡また､霊界で｢希望の同胞団｣に入り人助けを行った果実でもあるとのこと(彼がいつこの｢希望の同胞団｣に入ったかは不明)｡ここでの修行は､最下層の霊界である地獄へ探検しての人助けもします｡
(悔い改めの国)
 ⑤ここは次の霊界である｢朝の国｣へ行くためのステップの世界です｡様相がどのようなものかは分かりません｡ここには､アカシック・レコ－ドのようなシステムが存在し､これにより過去の姿を客観的に見せられ､彼は耐えられない状況にも追い込まれます｡過去を反省するのです｡
(朝の国)
 ⑥ ｢悔い改めの国｣での試練を終え､彼はここに進み､ここで自分自身の小さな家を与えられることになります｡この世界の様相はというと､彼の家の周りには､木も潅木も花もありません｡しかし､緑の丘が家の周りにはあり､スイカズラのつたは玄関いっぱいにからまり､愛らしい香りを部屋中に漂わせております｡表層の霊界での勤めを終えて帰ってくると､疲れた体も休められるような平和な家なのです｡
(日の国)
 ⑦ ｢朝の国｣に彼がいたときに､雲間に黄金の門がビジョンとしてあらわれ､これの招きに従いやってきたのがこの｢日の国｣なのです｡ここは､霊界の第二領域でも最高位のところにあたるそうです｡ここに至れるようになったのは､彼が最後まで解けなかった復讐心の除去､人への許しの問題が解決したことによるとのことです｡ここは｢朝の国｣よりさらにすばらしい世界です｡
 この霊界の第二領域を超えて､さらに第７領域(十二の領域があるとの説もあり)まで霊界は広がっている様です｡ 
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・｢いったい､誰が死んだ後の未来について告げることができるというのでしょうか｡
 生きている間は死について理論付けをしたり､考えたりしますが､それだけで実際は何もわかっていませんし､死んだら人間が生き返って死について告げたこともないのですから｡しかし今､私はこの自分の墓の傍らに立ち､いとしいあの人が死んだ私の名を呼び､花を投げかけるのを見つめているのです｣
 死んだあとも自分の意識が存在すること､愛する彼女を見ることはできるけれども､触れることも話すこともできないのを自覚したフランチェッツォは､どこに行くあてもないままに｢地表の霊界｣と呼ばれるところをさまよいます｡
 やがて､威厳のある男性の霊が彼の前に現われ､こう諭されます｡
 もしフランチェッツォが､自分の力で愛する彼女にメッセージを送り､やがて再会したいと望むなら､地上の霊界に行き｢悔悟の同胞団｣に入るがよいと｡
 そこから､フランチェッツォのスピリット＝霊界での旅が始まります｡
(中略)
 ところで､どうして私たちは､かつてこういう人間が実際に生き､そして死後にこのような経験を経たことを知っているのでしょうか｡
 それはフランチェッツォが自分の霊界での旅の様子を人々に知ってほしいと願い､１９世紀のロンドンに生きたＡ・ファーニスという霊媒に詳しく語ったからです｡
 ファーニス氏はフランチェッツォが語った内容を『Ａ Ｗanderer in Ｔhe Ｓpirit Ｌand』(邦題『スピリットランド』)という本として､１９世紀末に出版しました｡
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｢天国であれ､地獄であれ､そもそも死後の世界なんて存在するだろうか？｣ 本書では､この『スピリットランド』に語られた死後世界の様子と､フランチェッツオ自身や彼を導く霊人の言葉をもとに､｢死後の世界とはどんなところ？｣､｢そこで人はどんなふうに暮らすのだろう？｣といったソボクな疑問に答えていきます｡
 私たちはふだん､この人生の最後に｢死｣という扉があることを忘れようとして生きているように見えます｡それは､｢死｣の扉を開けるときの肉体的苦痛や､これまで得たものが消え去ることへの恐怖､愛する人々と別れる悲しさを考えすぎると､死ぬこと自体が恐ろしくなってしまう｡そのことへの､自衛の本能なのでしょう｡
 けれども､生きている以上は誰でも､いつかは｢死｣の扉を開けねばなりません｡

ただそのとき､｢死｣の扉の先に何があるか､あらかじめ道案内をしてくれる人がいたとしたら､どうでしょうか？
｢地上の人生のあとにくるものにつての確証のないまま､暗闇や霧の中をさまよう人々に対し､私は隠された神秘である死の扉の向こう側に渡った一人の霊人として､この自分の遍歴の記録を捧げたいと思います｣
 これは１８６９年に､フランチェッツォがファーニス氏に語った言葉ですが､彼の経験は､私たちが扉を開けて｢死後の世界｣を歩こうとするとき､きっと役立つ地図になってくれるでしょう｡そして､もっと大切なことは､それが私たちが人生を歩むための地図になってくれるということです｡これから､ぜひその内容を知っていただきたいと思います｡

以上は､Ａ・ファーニス著｢誰も書けなかった死後世界地図｣(コスモトゥーワン刊)の｢はじめに｣からの引用です｡
いずれ私たちは皆､｢死｣の扉を開けて死後世界に行きます｡

あの世に行っても迷子にならないように､この世にいる時から｢死後世界地図｣をよく頭の中に叩き込んでおくのも大事なことのように思われます｡
この世には､地震や津波､テロや戦争､失業や貧困などがあり､生き地獄のような感じを抱いている人も多いのではないでしょうか｡
そんな疑問が湧いてきても当然だと思います｡
｢死後世界｣を考えることは､｢人生｣を考えることにつながってくるのです
※参考資料－株式会社コスモトゥーワンは某教会の中堅信者が運営している会社であり､『誰も書けなかった死後世界地図』は一見霊感商法助長本には見えないが､『誰も書けなかった死後世界地図』の目次を見ると某教会が使用する霊感商法トークに通ずるものが確認できる｡
夢の見続け方,夢の実現の仕方を学び合い,迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所 知多クリック内 http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2011.2.4
